
 
 
 
 
 

５  令和４年度 事業実績 
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　〈基本理念〉 〈重点目標〉

「健やか親子しまね」の推進

　令和４年度　出雲保健所の重点的な取組

〈 具　体　的　な　取　組 〉

圏域保健医療計画の推進、地域医療構想を踏まえた医療提供体制
の構築と在宅医療の推進に向けた体制整備、地域包括ケアシステ
ムの構築を目指した医療・介護連携の推進

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
や
か
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
と
環
境
づ
く
り

災害発生時の医療救護・公衆衛生活動体制の充実

「健康長寿しまね」の推進及び健康寿命延伸に向けた取組の強化

受動喫煙防止対策の推進、がん対策、脳卒中・糖尿病など生活習
慣病予防対策の推進及び地域・職域における連携の強化健康で安心して暮らせ

る地域づくり

安心して子供を生み育
てられる地域づくり

心の健康づくりを進めるための関係機関とのネットワークの充実
強化、啓発活動の推進

精神障がい者の自立と社会参加の促進

障がいがあっても住み
慣れた地域で安心して
暮らせる地域づくり

周産期医療におけるネットワークづくり

認知症の予防と理解の促進

市、関係団体と連携した食育・食環境づくり等による食生活改善
対策の推進

「８０歳２０本の歯推進事業」による歯科保健対策の推進

医薬分業の推進、ポリファーマシーの解消に向けた体制の構築

食品の安全・安心確保対策の推進及び食品表示の適正指導

麻しん・風しん、結核、肝炎等感染症対策の推進

新型コロナウイルス、新型インフルエンザ等健康危機管理体制の
充実・強化

生活衛生関係営業施設への衛生管理の取組み

長期に療養を必要とする児への支援対策

ピアサポーターの育成や保健・医療・福祉の連携による入院患者
等の地域移行と地域生活定着の推進

自死総合対策の推進

動物の愛護及び適正飼養の普及啓発

難病患者及び家族の療養支援の推進

アスベスト飛散防止等による大気環境の保全

廃棄物の減量化・再利用・再資源化等の取組みによる｢循環型社
会｣の推進

産業廃棄物の排出事業者・処理業者に対する監視指導の強化
快適に暮らせる環境づ
くり

大気汚染物質排出施設の監視指導による大気環境の保全

浄化槽放流水、事業場排水の監視指導による水環境の保全
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地域包括ケアスタッフ　令和４年度事業実績　出雲保健所

地域包括ケア推進スタッフ

住 民 啓 発

認 知 症 対 策

保 健 師 定 例 会 の 開 催保 健 師 等 の 人 材 育 成

地 域 保 健 専 門 職 員 研 修

地 域 の 認 知 症 対 策 支 援

認 知 症 対 応 力 向 上 研 修

地域包括ケアシステムの推進 医 療 介 護 連 携 の 推 進

介 護 予 防 事 業 へ の 参 画 ・ 支 援

介 護 職 等 に よ る 喀 痰 吸 引 の 研 修 支 援

入 退 院 連 携 支 援

日 常 生 活 支 援 ・ 地 域 づ く り の 推 進

地域課題に対応した取り組み
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地域包括ケアスタッフ 令和 4年度事業実績 出雲保健所  

地域包括ケア推進スタッフ 
 

関係機関・関係職種との連携のもと、地域包括ケアシステムの構築に資する取り組みを以

下のとおりすすめた。 

なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、通常業務の多くを中止せざるを得な

い状況であった。 

 

１ 出雲市における在宅医療介護連携推進事業の円滑な実施に向けた支援 

（１）出雲市医療介護連携推進連絡会議 

    開催なし 

（２）医療介護連携推進のための事例検討会、研修会及び意見交換会 

    参加なし 

（３）介護予防関係事業への参画・支援 

①地域ケア個別会議へオブザーバー参加 2 回 

②出雲リハケアネット定例会への参加  0 回 

③在宅医療座談会：3回 

（４）日常生活支援・地域づくりの推進 

  ①生活支援体制整備協議体定例会   3 回 

②生活支援体制整備協議体に委員出席 開催なし 

（５）介護保険運営協議会への出席 

 ①介護保険運営協議会（委員） 1 回（10/20） 

②地域支援部会（委員）      2 回（9/29、1/26） 

 

２ 住民啓発：地域包括ケアフォーラムの開催 

（１）地域包括ケアフォーラム 

    開催なし 

 

３ 地域の課題に応じた取り組みの推進 

（１） 入退院連携の推進 

出雲市入退院連携ガイドライン周知協力 

コロナに係る医療機関-高齢者施設等の地域課題を出雲市と検討 

（２） 出雲圏域低栄養改善・食支援対策 

    検討会の開催なし 

 

４ 在宅医療の体制整備に向けた検討 

   保健医療対策会議、医療介護連携専門部会等において検討 

  

５ 認知症対策 
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地域包括ケアスタッフ 令和 4年度事業実績 出雲保健所  

（１）関係機関と連携した認知症対策の推進 

  ①認知症サポート医連絡会  3 回 

②出雲認知症研修会          1 回（所長出席） 

（２）歯科医師等認知症対応力向上研修会 

    開催なし 

（３）薬剤師等認知症対応力向上合同研修 

日 時：令和 5年 3 月 22 日（水）19:30～21:00 

場 所：出雲保健所 大会議室 

参加者：26 名 

内 容：①講義 「認知症の診断と抗認知症薬」  

        講師：深田医院 院長 深田倍行 氏 

       ②事例報告 「認知症の人とその家族への支援」 

        報告者：もも薬局  薬剤師 森木浩史 氏 

            つくし薬局 薬剤師 勝部靖隆 氏 

（４）出雲市への支援 

①出雲市認知症高齢者支援強化検討会及び出雲市認知症初期集中支援チーム検討委員会

1回(3/17) 

②認知症フリートーク 2 回（斐川、四絡） 

 

６ 地域包括ケア推進所内連絡会の開催（原則、月 1回） 

   新型コロナ感染拡大により開催なし 

 

７ 保健師等の人材育成  

（１） 所内保健師定例会の実施 

圏域地域保健専門職員研修、圏域新任保健師等研修、所内新任保健師研修を開催する月 

を除いて毎月開催。 

コロナ対応が優先される中、年度後半になりやっと定例会が開催でき、各課業務に関す 

る情報交換や事例検討等を通じ、保健師間の連携強化及び資質の向上を図った。 

10/4 
第 1 回定例会 

 前期の振り返り 

12/19 
第 2 回定例会  

 事例検討（医事・難病）、各課から情報提供 

1/16 
第 3 回定例会  

 事例検討（心）、各課から情報提供 

2/6 圏域新任保健師等研修 

2/20 
第 4 回定例会  

 事例検討（健康増進）、各課から情報提供 
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地域包括ケアスタッフ 令和 4年度事業実績 出雲保健所  

3/13 
第 5 回定例会 

1 年間の振り返り、次年度へ向けて 

 

（２） 地域保健職員専門研修 

  出雲圏域の健康課題に応じた保健福祉活動を展開するために必要な知識・技術を習得すると 

ともに、効果的な保健活動の推進につなげることを目的に研修会を開催した。 

 日時・場所 内   容 参加者 

1 回 令和 4 年 7 月 26 日

（月） 

 

圏域地域保健専門職員研修 

  開催を予定していたが、コロナ感染拡大により中止 

 

2 回 令和 4 年 2 月 6 日

（月） 

13 時 30 分～ 

16 時 00 分 

圏域新任期保健師等研修 

１．新任期保健師活動発表 

（市： 15 人、保健所：8人）               

２．グループワーク  

  各期（新任期、プリセプター、指導者）ごと                            

                                    

市 保 健 師     

出雲保健所保

健師等 

                  

計 23 人 

3 回  所内新任期保健師研修 

 開催なし 

 

 

（３） 市統括保健師との連絡会（兼現任教育支援者連絡会）（2回） 

   市及び保健所の保健師等の人材育成を進めるにあたり、圏域の実態に即した対応ができる 

よう連絡会を開催した。 

1 回 6/14 市と保健所の人材育成計画、圏域研修の企画等 

2 回 3/24 年度の振り返り、次年度計画等 

    

８ その他 

（１）災害支援等 

  ・7 月 市と災害体制について確認 

  ・要支援者の安否確認  難病患者、医療的ケア児 
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総務課　令和４年度事業実績　出雲保健所

医 学 生 実 習 調 整

免 許 事 務

総務課業務

防 災 ・ 危 機 管 理 風 水 害 ・ 地 震 等 災 害 発 生 時 の 体 制 確 立

健 康 危 機 管 理 体 制 の 確 立

保 健 ・ 環 境 に 関 す る 広 報 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 情 報 発 信 等

保 健 統 計 保 健 統 計 事 業

医 師 ・ 学 生 実 習 医 師 卒 後 臨 床 研 修 調 整

看 護 学 生 等 実 習 調 整

情 報 管 理 ・ 情 報 化 推 進 情 報 安 全 対 策

各 種 情 報 シ ス テ ム 研 修 調 整

職 員 研 修 の 企 画 調 整 保 健 所 新 任 職 員 ・ 接 遇 等 研 修

健 康 診 断

各 種 手 当 等 の 給 付 事 業

・事務所安全衛生委員会の開催

・時間外勤務の縮減対策・過重労働の防止

人 権 ・ 同 和 問 題 研 修

自 治 研 修 所 研 修 （ 悉 皆 ・ 選 択 ）

働 き や す い 職 場 環 境 整 備 働 き や す い 職 場 環 境 の 整 備

原 爆 被 爆 者 対 策
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総務課 令和４年度事業実績 出雲保健所 

総務課 

 

１ 災害等危機管理 

 震災・風水害・雪害等の災害動員体制を定め災害発生に備えるとともに、出雲圏域に

おける関連会議に出席し、圏域内の危機管理体制を確認したほか消防訓練を行った。 

（１）出雲地区防災委員会  令和４年６月９日 出雲合同庁舎 

（２）消防訓練       令和５年３月７日 出雲保健所 

  

２ 保健・環境に関する広報 

  一般県民に出雲保健所の業務を広く理解してもらうため、保健・環境に関する情報を  

ホームページで提供した（情報は随時更新）。 

また、令和３年度事業実績と令和４年度の事業計画をまとめた「令和４年度すこやか 

ライフ」を発行した。 

 

３ 保健統計・調査 

 （１）定期報告 

   ア 衛生行政報告例（衛生関係） 

   イ 地域保健・健康増進事業報告（保健所分） 

   ウ 人口動態調査 

   エ 病院報告                          ※ア、イ：年度報、ウ、エ：月報 

（２）隔年調査 

ア 医師、歯科医師及び薬剤師の届出・調査 

イ 保健師、助産師、看護師、准看護師、歯科衛生士及び歯科技工士業務従事者届 

 

４ 医師卒後臨床研修 

  医師卒後臨床研修（初期２年）のうち「地域保健」について、研修協力施設として、 

研修実施病院から研修医を受入れ、プログラム作成～指導～評価を行った。 

  保健所業務全般を学ぶとともに、各研修医が設定した課題項目について重点的に学べ 

るように市、地域の医療機関、要支援当事者、保健福祉施設・団体等の協力を得ながら、 

可能な限り地域に出掛ける実習とした。 

 ◇令和４年度における受入状況は以下のとおり。 

研修病院名 人数 受入期間 

 島根県立中央病院 ２ ７月、１１月 

 

５ 医学生実習 

  島根大学医学部医学科の学生実習を受け入れた。 

 （１）地域医療実習（６年生） 

  令和４年８月～９月（５日間）１名 

（２）地域医療支援学講座（３年生） 

    令和４年９月（１日間）３名 

（３）環境保健医学講座（３年生） 

令和４年１１月（２日間）５名 
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総務課 令和４年度事業実績 出雲保健所 

６ 看護学生等実習 

  学生や関係機関職員に保健所業務を理解してもらうとともに、活動評価の一助とする。 

◇令和４年度における受入状況は以下のとおり 

実習 養成資格 学校(施設)、学年等 人数 実施期間 

地域看護学実習 

 

保健師、看護師 

 

島根大学医学部看護学科

４年 

４名 6/13～6/17 

２名 7/4～7/8 

公衆衛生看護学

実習 

保健師 

 

島根県立大学看護栄養学

部看護学科 

２名 

 

10/11～10/28 

 

公衆栄養学実習 

 

管理栄養士 

 

島根県立大学看護栄養学

部健康栄養学科 

７名 

 

8/29～9/2 

 

 〈地域看護学・公衆衛生看護学実習〉 

  ・５日間の実習を保健所で受入れ 

  ・島根大学については医事・難病支援課、島根県立大学については健康増進課がプロ 

  グラムの作成、指導総括を担当 

・個々の学生が学びたい事項を重点的に学べるようプログラムを作成 

・市指導担当者と連携、補足しあうことでより効果的な内容となるよう工夫 

 〈公衆栄養学実習〉 

・健康増進課がプログラム作成、指導総括を担当 

・関係機関と連携し、事業等に参加することにより保健所の役割を学べるようプログ 

 ラムを作成 

 

７ 研修事業の企画調整 

  保健所職員としての必要な知識を習得するため各種研修を実施した。 

 （１）保健所新任職員研修        令和４年４月１１日 

     会場：出雲保健所 

 （２）人権・同和問題職場研修    令和５年３月１４日 

     会場：出雲保健所 

        テーマ「性的指向と性自認の現状と課題」「ハンセン病問題」 

 

８ 働きやすい職場環境整備の推進 

 事務所安全衛生委員会を開催し審議検討を行ったほか、時間外勤務の縮減に向けた取

組み、執務環境の整備等を通じて、職員の健康管理を図った。 

 （１）事務所安全衛生委員会      月１回開催 出雲保健所 

 （２）定期健康診断・精密検査・特殊業務従事職員健康診断等の受診勧奨 

 （３）時間外勤務の縮減対策・過重労働の防止 

３６協定の締結・ノー残業デーの取組み 

 （４）職場安全衛生点検        令和４年１０月２５日 出雲保健所 

 （５）執務環境の整備 

     冷暖房の適切な運用、事務用机椅子の更新、不用品の整理・処分外 

 （６）交通安全の指導 

     出雲地区安全運転・管理講習会  令和４年１１月２８日 出雲合同庁舎 

                    令和４年１１月２９日 出雲合同庁舎 
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総務課 令和４年度事業実績 出雲保健所 

９ 免許事務 

  医師等の医療従事者（薬剤師を除く）に係る免許事務を行った。 

免許種別 新 規 籍訂正等 合 計 

 医 師 ５５  ８  ６３  
 歯科医師 １  ０  １  
 保健師 ３１  ２７  ５８  
 助産師 １１  ４  １５  
 看護師 １４１  ９９  ２４０  
 診療放射線技師 ６  １  ７  
 臨床検査技師 １３  ７  ２０  
 理学療法士 １７  ４  ２１  
 作業療法士 １０  ６  １６  
 視能訓練士 ０  １  １  
 准看護師 １４  ５  １９  
 合 計 ２９９  １６２  ４６１  

 

10 原爆被爆者対策 

  関係機関との連携を図りながら、医療機関との委託による健康診断及びがん検診を実 

施した。（原爆被爆者手帳交付者数：令和４年度末５９人） 

 ◇健康診断等の実施 

    ア 健康診断 

           実施時期            受診者数 

    （前期）令和４年６月１日～７月３１日           ２９人 

    （後期）令和４年１０月３１日～１２月２３日     １９人 

   イ がん検診 

           実施時期                        受診者数 

     令和４年１０月２０日～令和５年３月３１日     ３人（希望者３人） 

ウ 住基ネットによる手当受給被爆者の生存の事実等の確認 

                      実施日                          確認件数 

     令和５年２月２２日                            ５８件 
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心の健康支援課業務

保健医療計画の進行管理精神保健福祉対策の充実に向けた
関係機関との連携

出雲地域精神保健福祉協議会

出雲圏域健康長寿しまね推進会議

心の健康づくり
地域の要望に応じた啓発活動

心の健康相談

相 談 事 業 お酒の困りごと相談・酒害相談員等連絡会

随時相談

医療を必要とする方への支援

医療との連携

精神科救急医療体制整備連絡調整会議

医療の連携と在宅支援に関する部会

精神障がい者地域生活移行・地域定着支援事業

精神障がい者の自立と社会参加 精神保健包括支援会議

ピアサポーター育成・支援

組織活動の支援

社会復帰（就労支援等）の支援

出雲圏域自死総合対策連絡会

自死総合対策
自死総合対策に係る普及啓発・人材育成

出雲圏域子どもの心の診療ネットワーク会議

子どもの心の診療ネットワーク事業 子どもの心の健康相談

関係者事例研修会 / 子どもの心研修会

ひきこもり対策 相談／心と体の相談センター主催事業との連携

認知症対策 医師会、市や認知症サポート医との連携

高次機能障がい者支援 拠点病院との連携

市・他機関と連携した精神保健福祉 各種会議への参画・支援

活動

?

心の健康支援課 R4年度事業実績 出雲保健所
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心の健康支援課 令和４年度事業実績 出雲保健所 

心の健康支援課 

 

１ 精神保健福祉対策の充実に向けた関係機関の連携 

（１）保健医療計画の進行管理 

地域における精神保健・医療・福祉に係る諸課題を総合的に検討し、平成 29 年度に策定した｢保健

医療計画（出雲圏域編）【H30～H35 年度】」の進行管理を行うとともに、次期計画を見据え評価指

標の検討を行った。 

 

（２）出雲地域精神保健福祉協議会 

  地域住民の精神保健福祉に関する知識の啓発に努め、精神的健康の保持増進を図るとともに、精神

障がい者の保健と福祉の向上及び円滑な社会復帰に努めることを目的とし、｢出雲地域精神保健福祉

協議会｣を設置し、関係機関と連携の上各施策の推進を図っている。また、専門的な課題に取り組む

にあたり｢医療の連携と在宅支援に関する部会｣｢自死総合対策に関する部会｣及び「出雲圏域子どもの

心の診療ネットワーク事業」の部会を設置している。なお、「医療の連携と在宅支援に関する部会」

は、精神障がい者地域生活移行・地域定着支援圏域会議を兼ねる。 

 

ア 出雲地域精神保健福祉協議会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時 内     容 

  第 1 回 （6 月予定） 新型コロナウイルス感染拡大により中止 

  第 2 回 

令和 5 年 3 月 9 日（木） 

 14:00～16:00 

 

〈報告事項〉 

（１）令和 4 年度事業の方向性について     

（２）令和 4 年度事業計画及び事業実績について  

（３）保健医療計画（出雲圏域）評価について        

〈協議事項〉 

（１）精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けて

（２）精神科医療体制の構築～相談含めた危機・不調時の適切な支援に 

   ついて 

イ 医療の連携と在宅支援に関する部会の開催 （２回）  

コロナウイルス感染拡大により中止 

 

 ウ 自死総合対策に関する部会（出雲圏域自死総合対策連絡会を兼ね、「出雲市自死対策検討委員会」 

  と同時）の開催（1 回） ※６自死総合対策 参照 

 

  ２ 心の健康づくり 

（１）出雲圏域健康長寿しまね推進会議の「こころの分科会」を中心にした活動展開 

 ア 構成団体 

     会 長：出雲市コミュニティセンター長会  

    副会長：出雲商工会議所 

     委 員：出雲商工会議所、ぼたんの会、出雲市コミュニティセンター長会、島根県断酒 

        新生会、出雲市 
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心の健康支援課 令和４年度事業実績 出雲保健所 

 

 イ 心の分科会 開催状況 

      開 催 日                         内     容 

 第 1 回 

 令和 4 年 10 月 12 日 

 

 

 

（１）令和 3 年度の実績報告 

（２）令和 4 年度の事業計画（案） 

   ①心の健康に関するアンケート調査について 

   ②心の健康に関する啓発方法について 

（３）その他 

 第２回 中止 

 

 

（２）「心の健康づくり取り組み隊」を再募集し、登録 14 名。 

 

（３）地域の要望に応じた啓発 

  ア  心の健康出前講座  （ 4 回開催  受講者総数  195 人）  

   「心の健康 づくり取り組み隊 ｣等の講師協力により実施  

   

【令和 3 年度「心 の健康出前講座」実施状況一覧】  

〇事業所 （回数 0 回、参加者数：0 名） 

 

  〇地域住民対象（回数：3 回、参加者：70 名） 

11 月 22 日 直江コミュニティセンタ

ー 

高齢者の心の健康について

（ストレス対策） 

県立こころの医療センター 

作業療法士 稲垣祐輔氏 

21 

12 月 1 日 高浜コミュニティセンタ

ー 

高齢者の心の健康について 訪問看護ステーションレリ

ーサ 所長 若林隆志氏 

19 

2 月 12 日 出西コミュニティセンタ

ー 

コロナ禍のストレス対策に

ついて 

県立こころの医療センター

医師 永岡秀之氏 

30 

 

  〇思春期（回数：1 回、参加者：125 名） 

12 月 8 日 出雲農林高校 2 年生 思春期のこころについて、ス

トレスへの向き合い方（対処

法） 

訪問看護ステーションレリ

ーサ 若林看護師 

125 

 

 

 イ  出前講座時 に実態調査を通じた普及啓発  

   うつ病に関 する○×クイズ・アンケートの実施  64 名  

   事業所に対 し、簡易ストレスチェックの実施    64 名  

   →集計後、 事業所に結果を返却  

 

 ウ  イベント・ キャンペーンにおける啓発  

     出雲圏域健康長寿しまね推進会議構成団体、出雲圏域自死予防対策連絡会構成団体とともに実施 
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心の健康支援課 令和４年度事業実績 出雲保健所 

イベント・キャンペーン 内     容 

自死予防週間キャンペーン 

（9 月） 

・構成団体の協力を得たチラシ配布やポスターの掲示、労働

基準監督署の労働衛生週間説明会におけるチラシ配布（計 766

部） 

自死対策強化月間キャンペーン（3 月） 

  

・構成団体の協力を得たチラシ配布やポスターの掲示（696 部） 

･所内玄関でのグッズ・チラシの配布(50 部) 

出雲ドーム de スポーツ＆ 

健康フェスティバル  

JA しまね出雲地区本部農業まつり 

 

中止 

 

その他 ・高松地区文化祭等のイベントでチラシの配布 

・出前講座時に心の健康に関するチラシとグッズを配布（70 部） 

                   

 エ 広報誌（心の健康コーナー）による啓発 

   出雲商工会議所報、JA しまね広報誌、コミセンだよりへ掲載 掲載回数：3 回（12 月、3 月） 

掲 載 月 内   容 

12 月 適正飲酒 

3 月 自死予防、睡眠 

          

３ 相談事業 

（１）心の健康相談 

   ・精神科医による心の健康相談 毎月２回（第１・第３水曜日）実施（２回中止） 

     実人数：50 人（延人数：53 人）     

       うち、４回は「子どもの心の健康相談日」と位置づけ、精神科医や心理士による相談を実施  

実人数：3 人（延人数：4 人） 

   ・お酒の困りごと相談 毎月１回（第２水曜日）実施  

     定期相談 実人数：9 人（延人数：9 人） 

     定期外相談（酒害相談員対応）3 人（延人数：3 人） 

 

（２）随時個別対応を実施  

延べ相談人数 

 

   来所相談      訪問      電話 

177 人 285 人 2,095 人 

             

（３）支援会議  

主催：延べ ２２回 参加：延べ ４１回 （実人数：36 人）  

 

 

 

４ 医療との連携 

（１）医療保護入院関係の届出状況 

   各種届や報告が期日内に適正に行われるよう病院担当者等を指導した。 

     【医療保護入院の届出状況】    
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心の健康支援課 令和４年度事業実績 出雲保健所 

区 分 

 

医療保護入院者

の入院届 

医療保護入院者の 

退院届 

医療保護入院者

の定期病状報告 

応急入院届 

 

計 

 

件 数 322 330 152 0 804 

                                                                         ３月末受理件数 

 

（２）措置入院 

   自傷他害のおそれのある精神障がい者が、適切な医療を受けられるよう迅速に対応した。 

【措置件数】  

 

区分 

 

 

申請/通報 

届出件数 

  

①＋②＋③ 

診察 

不要 

  

① 

診察を受けた者 緊急措置入院の状況 措置 

入院者 

計② 

A+C 

措置 

非該当 

計③ 

B+D 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

措置 

入院 

A 

措置 

不要 

B 

緊急措置 

入院者数 

 

その後 

措置入院 

C 

その後 

措置不要 

D 

 ２２条 6 0 5 1 0 0 0 5 1 

 ２３条 26 5 12 9 0 0 0 12 9 

 ２４条 3 1 2 0 0 0 0    2 0 

 ２５条 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 ２６条 4 3 1 0 0 0 0 1 0 

 ２６条の２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 ２６条の３ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

   計 

 

39 

 

9 

 

20 

 

10 

 

0 

 

0 

 

0 

 

20 

 

10 

３月末現在 

  22 条：診察及び保護の申請   23 条：警察官の通報     24 条：検察官の通報 

  25 条：保護観察所の長の通報 26 条：矯正施設の長の通報  26 条の 2：精神科病院の管理者の届出 

  26 条の 3：心神喪失等の状態で重大な他害行為を行ったものに係る通報 

 

 （３）精神科救急医療体制整備連絡調整会議 

精神疾患の急発・急変により速やかな医療が必要な者に対して、迅速かつ適切な医療の確保を図 

   り、もって対象者の社会生活を支援することを目的として開催した。 

     【精神科救急医療体制整備連絡調整会議】 

開 催 日 時 内            容 

 

 

 令和 4 年 11 月 24 日（木）

14:00～16:00 

 

 

 

 

（１）報告事項 

①令和３年度精神科救急医療体制整備事業（空床確保事業）実績

及び令和４年度精神科救急空床確保業務当番病院の輪番体制につ

いて 

②島根県精神科救急情報センターについて 

③精神科救急医療体制について (県立こころの医療センター） 

④出雲市消防本部における精神科救急に係る対応状況について 

 ⑤出雲保健所における申請・通報対応実績等について 
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心の健康支援課 令和４年度事業実績 出雲保健所 

 （２）意見交換 

   ガイドライン等に基づいた精神科救急対応の確認 

 

 （４）心神喪失者等医療観察法に係る業務の連携 

ア 医療観察制度運営連絡協議会、しまね医療観察研究会、医療観察法地域連絡会等への参画。 

   ・島根医療観察制度運営連絡協議会  令和 5 年 2 月 23 日（Web 開催） 

   ・医療観察法地域連絡会            令和 4 年 11 月 15 日（Web 会議） 

イ 個別支援   

令和 4 年度 処遇対象者 2 件 

 

５ 精神障がい者の自立と社会参加を支援 

（１）精神障がい者地域生活移行支援・地域定着支援事業 

   「入院医療中心から地域生活中心へ」という考え方に基づき、精神障がい者が暮らしやすい地域 

  社会の実現を目指すことを目的に平成 19 年度から実施している。  

   加えて H29 年度より、精神障害の有無や程度にかかわらず、誰もが地域の一員として安心して自

分らしい暮らしをすることができる地域づくりとして「精神障害にも対応した地域包括ケアシステ

ム」の構築を目指し、関係機関との連携強化を図っている。 

   

 ア 精神障がい者地域移行・地域定着支援圏域議会 

 コロナウイルス感染拡大により中止 

 

 イ 措置入院患者の退院後支援 

   「地方公共団体による精神障害者の退院後支援に関するガイドライン」に基づき、圏域での支援 

  を実施した。 

〇所内定例会による支援の方向性確認（2 月に 1 回） 

〇退院後支援の同意確認、同意者に対する個別ケース支援（随時） 

〇同意なし、未実施者に対する医療機関連携した退院後支援の実施 

      【R4 年度措置入院患者のガイドライン実施状況】 令和 5 年 3 月末現在 

措置入院患者 同意有 同意無 対象外 入院中  その他（圏域外） 

20 名  6 人 0 人 6 人 6 2 人 

  

 ウ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業（モデル事業）の実施 

（ア） 連絡会の開催 

「地域包括ケアシステム構築支援事業」を活用し、広域及び密着アドバイザーの助言を得ながら、

広域的な視点での現状と課題の整理に取り組んだ。 

・密着アドバイザー3 名（医療機関２名、相談支援事業所１名）、広域アドバイザーとの連絡会 

第１回：6 月 14 日(火)  13:30～15:00 

第２回：3 月 9 日(木)  9:30～11:00 

      ・密着アドバイザー、助言者との意見交換会 

     1 月 25 日（水） 10：00～１2：00 

 

（イ） 出雲市との連絡会 
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心の健康支援課 令和４年度事業実績 出雲保健所 

地域包括ケアシステムについて、福祉推進課と意見交換 

5 月 31 日、2 月 6 日、3 月 28 日 

 

 エ 精神障がい者地域生活移行・地域定着支援事業研修会の開催 

  精神障がい者が住み慣れた地域を拠点とし、本人の意向に沿った生活を実現するためには、地域 

 生活への移行並びに地域生活を継続するための支援の推進が重要であり、医療機関に従事する関係 

 職が地域生活移行・地域定着支援事業についてより一層理解を深め、多職種による連携支援を強化 

 することを目的に、研修会を実施した。 

    対象：出雲圏域の精神科病床を有する 4 病院のスタッフ、その他行政関係者 

   内容： 

病院名 日時 参加者 テーマ、内容等 

県立こころの 

医療センター 

 

令和 5年 2月 16日（木）

16:00～17:00 

24 名 

(内 zoom参加 4名) 

 

 

【訪問看護師による地域での支援の実

際と多職種連携】 

講師：訪問看護ステーション Relisa 

   管理者 若林隆志 氏 

県立中央病院 

 

 

令和 5年 2月 24日（金）

16:00～17:00 

27 名 

(内 zoom 参加 14

名) 

【地域移行・定着支援の実際 ～独居

・身よりのない方の事例を通して～】 

講師：ふあっと 

   精神保健福祉士 足立須和子氏 

           渡部和子 氏 

 

オ 自立支援ボランティア・ピアサポーター等活用事業 

 （ア）自立支援ボランティア・ピアサポーター等活用事業連絡会：実績なし 

 （イ）活動状況  

  〇自立支援ボランティア：活動実績なし 

  〇ピアサポーター：「社会福祉法人ふあっと」及び「社会福祉法人桑友」に委託実施し、病棟活 

           動等の集団支援に加え、各種計画に基づいた相談や同行等の個別支援が開始。 

但し、新型コロナ感染症のため医療機関での集団活動は中止。 

       【社会福祉法人ふあっと】（ピアサポーター活用状況）令和 5 年 3 月末現在 

現時点での登録人数    3 名 【活動内容】  

登録ピアサポーターを中心に、チラシ作成を 

主としたミーティングを実施 

内実人員   3 名 

活用延べ人数 0 名 

       【社会福祉法人桑友】 

現時点での登録人数    1 名 【活動内容】  

活動実績なし 

 

内実人員  0 名 

活用延べ人数 0 名 

  （ウ）ピアサポーター等育成と支援 

ピアサポーター等活用事業にかかる意見交換会（中止） 

ピアミーティングへの参加（6 月 30 日、8 月 25 日、12 月 15 日、2 月 9 日、3 月 16 日） 

出雲ピアサポーターだよりの発行 
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第 1 号（9 月）、年末年始号（12 月） 

    

カ 地域関係施設と医療機関関係職員との交流実習 

   精神障がい者の様々な場における生活を支援する関係者が、地域施設及び医療機関双方の状況を 

知り理解を深めることを目的に、交流実習を実施している。 

   令和４年度：開催中止 

  

キ 出雲市と連携した精神保健福祉活動の推進 

   ・出雲市精神障がい者退院支援ネットワーク会議及びワーキング会議へ参画した。 

   ・出雲市障がい者施策推進協議会、つながる部会、じりつ部会、出雲市自立支援協議会サービス

調整会議へ参画した。 

    

（３）精神保健包括支援会議の開催（年 6 回） 

   ※平成２５年度まで実施したアウトリーチ推進事業を活用し、多機関・多職種のネットワークによる支援 

  目的：多機関・多職種による対応に苦慮する事例（治療中断、入退院の繰り返し等）の検討を行い、出 

    雲圏域の個別支援のバックアップ機能に加え、個別事例から明確化された地域課題を「医療の連携 

    と在宅支援に関する部会」等に提案する。 

 内容： 

  ・対応に苦慮する事例の検討 

  

 

 

 実施方法 

 

 

 

①対応苦慮事例（精神医療の中断者、精神疾患が疑われる未受診者、ひきこもりの 

精神障がい者（疑い含む）、長期入院の後退院した者、入退院を繰り返す者）を、 

多機関・多職種の精神保健包括支援会議のメンバーで検討した。 

②関係機関に本事業の趣旨等を周知し事例提出を依頼し、リーフレットを作成した。 

③登録機関の構成員がスーパーバイザーの役割を果たし、関係機関から提出された対 

応苦慮事例を検討した。 

④会議への事例提出や参加 PR のため、見学参加を可とした。 

 

 

 実施内容 

 

 

①原則奇数月第 3 木曜日 15:00～17:00 実施 

 （5 月 19 日（中止）、7 月 21 日（中止）、9 月 15 日（中止）、11 月 17 日、1 月 19 日 

3 月 2 日）＊新型コロナ感染症拡大により 3 回が中止となった。 

②登録機関数は 15 機関で登録者は 45 名、毎回約 30 名程度が参加した。 

③事例検討は、3 事例を検討した。 

 

 

 

 成 果 

 

・コロナウイルス感染症対策により前半期は開催できなかったが、後半期に予定どおり 3

回開催することができた。改めて、登録機関を中心に圏域内の支援機関の関係づくりの

場となった。 

・圏域における精神障がい者の療養支援にかかる個別事例検討の場として、多職種の視点

で困難事例の支援をバックアップすることができている。 

・提出事例は、全て治療中の困難事例で、医療には繋がっているが支援に苦慮している事

例であった。対象者の特性に応じた対応や支援関係者の連携と役割の明確化等の助言がさ

れた。 
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  課 題 

・個別事例検討をとおしての地域課題の整理までには至らなかった。 

・近年登録事業所以外からの事例提供はなく、圏域全体の事例支援のバックアップ機能が

薄い。 

   ・協議・報告事項等 

①精神保健包括支援会議のあり方について 

      ②地域移行・地域定着支援事業の研修会について 

③各登録機関からの情報提供 

 

（４）組織活動の支援 

 ア 家族会組織の活動支援 

 （ア）出雲地区家族会連絡協議会 

     地域や病院等の各家族会の共通した課題の解決に取り組めるよう支援した。 

開 催 日  内  容 参 加 者 

   令和 5 年 

1 月 13 日（金） 

     

役員会  

令和 3 年度事業報告・決算報告について 

令和 4 年度事業計画・予算（案）について 

次年度の方向性について 

・各家族会の活動状況 

・交流会について 

・次年度の会計について 

 家族会：4 名 

 出雲市：1 名 

 事務局：3 名 

 

  イ ボランティア組織への支援 

  出雲地域の精神保健ボランティア組織「出雲ほほえみの会」の活動支援を行った。 

  平成１７年９月から、従来保健所で実施していたデイケア「なかまの会」をほほえみの会が主催する

「サロン」として位置づけ、月１回習字、軽スポーツ、絵手紙等が行われており、活動の見守りや円

滑な運営にかかる支援を行っていたが、令和 3 年度で活動が終了となっている。令和 4 年度は支援の

要望がなかったため、実績なし。 

 

   

６ 自死総合対策 

 管内の自死者は令和３年人口動態統計では 21 人であった。H24～H28 まで減少傾向にあったが、以後

は横ばいで経過している。性・年代別では男性は壮年期から高齢期に、女性は高齢期に多いのが特徴で

ある。コロナ禍となった R2 年から 20～40 代の女性の自死が増加傾向にあり、若年層含めライフステー

ジにそった対策が必要であり、平成 17 年度から自死総合対策を実施している。 

（１） 出雲圏域自死総合対策連絡会（出雲地域精神保健福祉協議会自死総合対策に関する部会、出雲市

自死対策検討委員会を兼ねる）の開催 

平成 30 年 3 月に島根県アルコール健康障がい対策推進計画策定により、平成 30 年度から構成団

体に断酒新生会が加わった。平成 28 年に自殺対策基本法が改正され、各自治体でも計画定めるこ

とになり、出雲市でも平成 30 年度末に「出雲市自死対策総合計画」を策定。 

「島根県自死対策総合計画」の改定に伴い、圏域においても、「出雲圏域自死総合対策行動指針」
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の改定を平成 30 年度に行っている。 

   【構成団体】 

医療機関 ：出雲医師会産業担当理事、精神科医師、精神科看護師、精神保健福祉士 

報    道 ：山陰中央新報社出雲総局、島根日日新聞社 

労働･職域：出雲商工会議所、斐川町商工会、島根県環境保健公社、出雲労働基準監督署 

        公共職業安定所     

地  域 ：出雲市社会福祉協議会、地域生活支援センター、出雲市民生委員児童委員協議会 

        出雲市コミュニティセンター長会、出雲市高齢者クラブ連合会、島根県断酒新生会 

自死遺族自助グループ：しまね分かち合いの会･虹 

法   律：島根県弁護士会 

行     政：出雲警察署、出雲市消防本部、出雲市、出雲市教育委員会、出雲保健所     

  【出雲圏域自死総合対策連絡会の開催】 

開 催 日 時 内       容 

               

  

新型コロナウイルス感染拡大により中止 

出雲市単独で開催された出雲市自死対策検討委員会へ出席（3 月 7 日） 

    

（２）活動 

  ア 普及啓発活動の取組 

  （ア）健康長寿しまね推進会議こころの分科会と連携し、普及活動を展開  

  （イ）自死予防週間（9 月 10 日～16 日）、自死予防強化月間（3 月）にあわせた、啓発チラシ・グ

ッズの配布、ポスター掲示 

    （ウ）圏域で作成した啓発チラシの配布 

  

  イ 早期発見･早期治療、ゲートキーパーの養成、相談窓口の確保 

   ゲートキーパーの養成 

  ・令和 4 年 6 月 13 日（月）島根大学医学部看護学科  1 年生、大学院生（2 名）計 62 人 

・令和 5 年 1 月 6 日（金）トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校 

              介護学科、保育学科、日本語学科生 103 人 

    

  ウ 一般かかりつけ医と精神科医の連携 

   かかりつけ医のための精神疾患研修会の開催 

    新型コロナウイルス感染拡大により中止 

 

７ 子どもの心の診療ネットワーク事業 

  子どもの心の診療ネットワークを構築することにより、様々な心の問題を持つ子どもと家族が状況 

 に応じて適切な相談支援や診療を受けることができることを目的に事業を実施した。   

 （１） 出雲圏域子どもの心の診療ネットワーク会議の開催（年１回） 

日 時 内  容 

 

   

新型コロナウイルス感染拡大により中止 

構成団体の取組等について書面で把握 
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  （２）子どもの心の健康相談の開催（年 3 回） 

     相談対応者：こころの医療センター医師・臨床心理士、保健師等 

     回  数：年 3 回 

           ＊10 月 5 日は、相談件数 0 件であったため中止した。 

    時  間：13:00～16:00  

      紹介機関：出雲市教育委員会、出雲市子ども・若者支援センター、高校養護教諭研究会  

          出雲地区 

     相談対象：精神科等医療に繋がっていない対応困難ケース等 

     相談件数：4 件（小学生 1 件、高校生 1 件、在宅 16 才 2 件） 

相談内容：問題行動、ひきこもりなど 

      

 （３）関係者事例研修会の開催（年１回） 

     日時：令和 4 年 11 月 11 日（金）14:30～16:20  

          場所：出雲保健所  大会議室 

     対象：検討事例に現在関わっている支援者及び、過去の支援者や今後、検討事例に関わりが

あると思われる支援者 

     参加者：7 機関(延べ 17 名) 

     内容：「不登校生徒や不適応生徒等への関わり方」について 

     助言・指導者：県立こころの医療センター 医療技術部長 萬木 暁雄  氏 

臨床心理士   大屋 千波  氏  

      

 （４）子どもの心研修会の開催 

     新型コロナウイルス感染症拡大により中止    

              

 （５）医師中央派遣研修の実施 

     新型コロナウイルス感染症拡大により派遣なし 

 

 （６）思春期出前講座の開催 

          対象：出雲農林高校 2 年生 125 名（生徒、教職員）が受講 

内容：思春期のこころについて、ストレスへの向き合い方（対処法） 

    ・他に中学校 1 校から要望があったが、新型コロナウイルス感染症拡大により延期、中止とな

った。  

          

 （７）「出雲地域思春期心の相談先（2023 年版）」の作成 

   配布先：出雲市立小中学校、出雲市内高等学校、圏域子どもの心の診療ネットワーク会議参加機

関、圏域思春期保健ネットワーク連絡会参加機関、出雲圏地域思春期の心の相談先掲

載機関、その他行政等関係機関、出雲市教育委員会を通じて SC 及び SSW にも配布し

た。 
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８ ひきこもり対策 

（１）相談対応（随時） 

 

（２）島根県ひきこもり支援センターと連携した取り組みを実施  

  ・ひきこもり家族教室の開催支援：年 1 回（8 月 9 日中止) 

  ・ひきこもり総合支援会議への出席：1 月 17 日 

   

９ 認知症対策 

（１）出雲市と連携した認知症包括ケアの推進 

   出雲市認知症高齢者支援強化検討会及び認知症初期集中支援チーム検討委員会への参画  

（２）市・医師会と連携した事業の推進 

  ・出雲市認知症高齢者支援強化検討会、出雲市認知症初期集中支援チーム検討委員会      

  ・認知症サポート医連絡会  

   

１０ 高次脳機能障がい者支援 

（１）拠点病院を基点としたネットワーク会議等へ参画 

  ・高次脳機能障がい者支援パワーネットワーク会議への参加  

   （新型コロナ対応により欠席） 

 

 

1１ 市や関係機関のネットワーク構築等への参画・支援 
 （１）出雲市との連絡会 

①出雲市との業務連絡会 （R4 年 4 月 13 日） 
       ②保健師定例会     （R4 年 5 月 20 日） 
 
 （２）市におけるネットワーク 
  ア 自死対策への支援 
     
  イ 障害者総合支援法の円滑な実施のための支援 
    出雲市障がい者施策推進協議会推進会議委員として参画 

 出雲市障がい者施策推進協議会つながる部会に参画 
       出雲市障がい者施策推進協議会じりつ部会に参画 
     出雲市障がい者施策推進協議会サービス調整会議に参画 
    就労支援ネットワーク会議に参画 
 
  ウ 「出雲市要保護児童対策地域協議会代表者会」及び「実務者会議」に参画 
 
  エ 出雲市子ども・若者支援協議会および支援者研修会へ参画 
 
 （３）その他 

  ア 出雲地域被害者支援ネットワークへの参画 

    令和 4 年度は未開催 

 

  イ 出雲圏域女性に対する暴力対策関係機関連絡会及び研修会への参画 
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健康増進課業務                                       

 

地域保健対策の推進体制整備     市の健康づくり推進協議会等への参画支援  

 

健 康 長 寿 し ま ね の 推 進     出 雲 圏 域 健 康 長 寿 し ま ね 推 進 事 業 

 

しまね健康寿命延伸プロジェクト   健 康 寿 命 延 伸 強 化 事 業 

                  働きざかり世代の健康づくり強化事業 

                  健 康 な 食 環 境 づ く り 事 業 

                  

生 活 習 慣 病 予 防 対 策     糖 尿 病 対 策 事 業 

                  が ん 予 防 対 策 の 推 進  

                  脳 卒 中 予 防 対 策 

                         地 域 ・ 職 域 連 携 健 康 づ く り 推 進 事 業 

                  改正健康増進法によるたばこ対策の推進 

           

食 生 活 改 善 対 策     食 育 推 進 体 制 構 築 事 業 

                  健 康 な 食 推 進 事 業 

                  食 育 推 進 啓 発 事 業 

                  マ ン パ ワ ー の 育 成 ・ 人 材 確 保  

                  外 食 栄 養 成 分 表 示 普 及 事 業  

特 定 給 食 施 設 等 指 導  

専門的栄養指導、栄養情報の提供促進 

  管理栄養士養成学校学生実習、免許事務 

 

歯 科 保 健 対 策     ８ ０ 歳 ２ ０ 本 の 歯 推 進 事 業  

                                                     

健 や か 親 子 し ま ね の 推 進     母 子 保 健 対 策 

                  長 期 療 養 児 支 援 事 業  

                  小 児 の 事 故 予 防 対 策  

                  圏 域 別 周 産 期 医 療 体 制 

思 春 期 保 健 対 策 

専 門 的 母 子 保 健 相 談  

医 療 給 付 等 

 

その他相談業務           石 綿 に よ る 健 康 被 害 相 談 

                  そ の 他 相 談 業 務 
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健康増進課 

１ 地域保健対策の推進体制整備 

（１）健康づくり推進協議会等への参画支援 

ア 出雲市・保健所事業連絡会の開催 

事業ごとに、出雲市・保健所担当者連絡会を開催し、事業計画や課題等を共有し

事業の推進に努めた。なお、今年度は新型コロナ感染症発生のため、年度初めに開

催している出雲市・保健所事業連絡会は中止となった。 

会議名 開催日 

・出雲市・保健所担当者連絡会                

・健康寿命延伸強化事業 

・出雲市・保健所担当者連絡会（糖尿病対策） 

・出雲市・保健所担当者連絡会（歯科保健） 

・出雲市・保健所担当者連絡会（がん予防対策） 

5/12,6/7 

8/10,2/14 

11/ 7 

11/14 

11/29 

 

   

イ 出雲市の事業への参画 

対策型胃内視鏡検診実施に向けた協議、対策型胃内視鏡導入ワーキングへの参

画、講演等地区の健康づくり活動への支援及び地域保健関係データ等の分析・情報

提供、専門的技術支援を行った。 

 【出雲市】 

会議名／研修名 開催日 

・出雲市働き盛り世代の健康づくり推進連絡会 7/26 

・出雲市壮年期・高齢期ネットワーク会議 9/22 

・出雲地区雇用推進協議会主催セミナー（30 事業所参加） 10/24 

・きずな関係者会議への参画 8/18,3/24 

・出雲市親子健康づくりネットワーク会議参加 10/3 

・対策型胃内視鏡検診実施に向けた協議 6/16,9/26 

・対策型胃内視鏡導入ワーキングへの参画 9/6 

・出雲市胃内視鏡検診運営委員会への参画 9/6,3/9 

・島根県大腸がん検診未受診者対策事業意見交換会・事業報告会へ

の参加 

3/20 
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２ 健康長寿しまねの推進 

平成 24 年度に策定した「第 2次出雲圏域健康長寿しまね推進計画（H25～34 年）」を

基に、健康長寿日本一を目指し、課題である一般住民への啓発と「食生活」「たばこ」

「運動」「こころ」「歯科」の５つを重点課題とし、関係機関・団体等の協働により事

業を展開している。 

平成 30 年度からは、計画の中間評価及び一部改定した後期計画に沿って「高血圧を

予防しよう」「高齢者のフレイル（虚弱）・ロコモを予防しよう」を重点テーマに掲げ

活動している。（＊保健医療計画との整合性を図り、最終年度を H35（R5）年度に延長） 

 

（１）出雲圏域健康長寿しまね推進事業 

 ア 出雲圏域健康長寿しまね推進会議の運営 

 （ア）出雲圏域健康長寿しまね推進会議 

開催日 場所 参加者 内容 

令和 4年 

10月12日 

出雲保健所 委員 

18 人 

・昨年度の主な取組、今年度の計画 

・各団体における昨年度の実績及び今年度の取組 

・健康寿命延伸プロジェクト事業について 

・意見交換（出雲圏域のプラスワン活動について） 

（イ） 出雲圏域健康長寿しまね推進会議 幹事会 

開催日 場所 参加者 内容 

令和 5年 

3 月 2 日 

出雲保健所 委員 

10 人 

・今年度の主な取組、来年度の方向性について 

・意見交換（来年度の全体事業・各分科会について、

しまね健康寿命延伸プロジェクトについて） 

（ウ）出雲圏域健康長寿しまね推進会議 分科会     

   各分科会がそれぞれに会を開催し、事業計画を立案、部会活動を実施した。 

    分科会：「食生活」「たばこ」「運動」「こころ」「歯科」 

     第 1回分科会 10 月 12 日 全体会と併せて開催 

     第 2回分科会 新型コロナウイルス感染症の影響により実施なし 

イ 出雲圏域計画推進事業【全体事業】 

（ア） 一般住民への啓発事業 

a イベントへの参加 

新型コロナ感染症発生により中止 

b「まめなくんだより」の発行 

タイムリーな内容や分科会活動を掲載し、構成団体及び関係機関等に配布し

（約 3,000 部）、健康づくりの啓発を図った（40 号 R4.9 月発行）。 

ｃ 健康づくりグループの把握 

市・コミセン・構成団体に把握調査を依頼し、29 ｸﾞﾙｰﾌﾟの情報提供を得た。 
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      ｄ 健康づくり活動交流会の開催 

開催日 場所 参加者 内容 

令和 4年 

12 月 14 日 

（水） 

出雲市役所 

くにびき 

大ホール 

103 人 ・表彰式   健康づくりグループ 

8020 よい歯のコンクール 

・活動発表 健康づくり活動表彰受賞団体 

 2 団体 

・ミニ研修 

「おいしく！楽しく！健康づくり」 

  講師：出雲地区栄養士会 上野佐和子氏  

（イ）表彰 

    a 健康づくりグループ圏域審査会の開催  R4 年 9月（書面） 

    b 健康づくり活動表彰（健康づくり活動交流会において表彰） 

    ・圏域会長賞；14Ｇ、継続賞；11Ｇ、奨励賞；10Ｇ 

・県知事賞推薦；１Ｇ、県会長賞推薦；３Ｇ 

     c ８０２０よい歯のコンクール表彰式（交流会において表彰） 

・被表彰者（優良賞）14 名のうち、8名出席 

（ウ）健康づくり活動支援事業 

    a 健康づくり出前講座の実施 

    実施事業所 １事業所 50名（テーマ；歯科） 

b 健康づくり機器の貸し出し 31 回（17団体） 

  

ウ 出雲圏域計画推進事業【分科会】   

≪食生活分科会≫ 

（ア）食生活改善に関する啓発事業 

a 食育月間キャンペーン 

・期日：令和 4年 9月 1日 グッディー医大通り店 

・内容：減塩・野菜摂取に関する展示、チラシ・グッズ配布等（100 名） 

b 情報発信 

   ・食育コーナーの設置に向けたレシピ募集 

   ・スーパーでの情報発信への協力：グッディー各店舗（9月～） 

c イベントに合わせた体験・啓発コーナー設置 

  ・地域のイベントや活動交流会において、チラシ配布、フードモデル・パネルの 

展示、塩分チェック、減塩食の試食 等 

ｄ 高齢者のフレイル予防 

  ・地区文化祭でのチラシ配布 

e 各機関・団体の広報誌等を活用した周知啓発 
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・記事掲載；１回（6月） 

≪たばこ分科会≫ 

（ア）普及啓発、未成年者の喫煙防止、禁煙支援          

    a 禁煙週間（5/31～6/6）、世界禁煙デー（5/31）に合わせた啓発 

・街頭での啓発は新型コロナ感染症の影響により中止 

・市役所・保健所においてチラシ・グッズの配架、パネル等の展示を実施 

     ・地域のイベントや活動交流会において、チラシ配布やパネル展示を実施 

（イ）受動喫煙防止対策の推進 

    a 相談、問い合わせ等への対応；10 件（12 か所） 

     b 事業所への啓発；広報誌への記事掲載１回（5月） 

c 新型たばこ啓発リーフレットの作成、周知 

（ウ） 20 歳未満喫煙防止啓発イベント；中止 

 

 ≪運動分科会≫ 

（ア）運動に関する啓発～ロコモティブシンドロームに関する普及啓発 

    a ロコモ椅子の貸出（2件）、歩数計の貸出（9件） 

  b 地域のイベントや活動交流会において、チラシ・パネル展示、ロコモ椅子の 

体験を実施 

  （イ）ウォーキングに関する取組 

    a みんなで歩こうチャレンジコンテスト開催（10 月） 

         参加者数計 169 名(個人部門 45人、グループ部門 22 グループ 124人) 

    b 第 10回宍道湖野鳥ウォーク（12/5、参加者 60名） 

    c 県のウォーキングイベント（謎解きウォーク）周知啓発 

     d まめなウォーカー交流会 ；新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

（ウ）各機関・団体の広報誌等を活用した周知啓発 

a 記事掲載；１回（9月） 

 

≪こころ分科会≫  

  （ア）啓発活動の実施 

   a 心の健康出前講座（職域 0件、地域 3件、学校 1件／延 195 名） 

     心の健康づくり取組み隊；登録 11 名 

    b 各機関・団体の広報誌等を活用した周知啓発 

・記事掲載；2回（12 月、3月） 

    c イベントでの心の健康づくりコーナー設置 

   ・地域のイベントにおいて、チラシ配布や簡易ストレスチェックを実施 

     d 月間・週間に合わせたキャンペーン 

    ・自死予防週間（9月）；チラシ・グッズの配布、ポスター掲示 
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    ・自死対策強化月間（3月）；グッズ･チラシの配布、コミセンだよりを通じた啓発 

（イ）実態調査の実施 

・｢こころの健康に関するアンケート」の実施と結果のフィードバック；回答者 64名 

・簡易ストレスチェックの実施と結果のフィードバック；回答者 88名 

 

≪歯科分科会≫ 

（ア）イベントでの歯科コーナー設置 

   ・地域のイベントにおいて、歯周病唾液検査の実施、チラシ配架・パネル展示を 

実施 

（イ）ライフステージに沿った指導媒体の活用 

・既存チラシ（Ｈ28 作成「イオン飲料とむし歯」）の見直し及びリニューアル 

（ウ）8020 よい歯のコンクール表彰式 

・活動交流会（12/14）に併せて表彰式を実施 

・優良賞 14 名のうち 8名出席、8020 達成の秘訣を資料で紹介 

  （エ）働きざかりの健康づくり出前講座の実施 

   ・１回（12/8、対象；事業所従業員 50 名） 

  （オ）各機関・団体の広報誌等を活用した周知啓発 

・記事掲載；１回（7月） 

 

＊｢出雲ドーム deスポーツ＆健康フェスティバル｣での啓発については、新型コロナウイルス

感染症拡大により R4 年度は出展を見送った。 

    

３ しまね健康寿命延伸プロジェクト事業 

（１）健康寿命延伸強化事業 

 ア 社会資源の発掘とプラスワン活動の波及 

（ア）圏域健康長寿しまね推進会議における啓発 

   ・圏域健康長寿しまね推進会議（10 月 12 日開催）にて周知 

   ・圏域健康長寿しまね推進会議各分科会においてプラスワン活動を検討 

（イ）健康課題施策化研修を通じた地区分析 

（ウ）まめなくんだよりの発行（9月） 

（エ）プロセス評価（グループインタビュー） 

  ・日時：令和 4年 11 月 30 日、協力者：6名 

 イ モデル地区における健康づくり活動の推進    

   モデル地区：高松地区 

 （ア）市・保健所連絡会（計 4回） 

（イ）みんな集まれ高松ファミリー（計5回） 
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    ・参加者：高松コミセン、市、健康づくり推進員、保健所 

    ・健康づくりネットワーク会「みんな集まれ高松ファミリー」を立ち上げ、

健康づくり活動状況の把握、取組の展開について検討、推進 

（ウ）地区イベントへの参画 

①高松地区防災フェア 

 ・令和 4年 5月 22 日、参加者約 300 名 

②健康づくり講演会（心と身体の健康講演ライブ） 

 ・令和 4年 9月 24 日、参加者約 50 名 

③高松地区文化祭 

 ・令和 4年 10 月 22日、参加者約 300名 

④わいわいウィンターフェス in たかまつ 

 ・令和 5年 2月 12 日、参加者約 400 名 

⑤減塩試食会 

   ・令和 5年 3月 9日、参加者約 20名 

（２）働きざかり世代の健康づくり強化事業 

   ・４ 生活習慣病予防対策の地域・職域連携健康づくり推進事業で実施 

（３）健康な食環境づくり事業 

   ・５ 食生活改善対策で実施 

 

４ 生活習慣病予防対策 

（１）糖尿病対策 

 ア 糖尿病予防対策検討会 

 （ア）圏域糖尿病予防対策検討会 

   ・日時 令和 5年 1月 18 日  （出席者：13 名） 

   ・内容 現状、課題、取組状況の報告及び共有 

       合併症予防・重症化予防対策の取組に関する意見交換、協議 

（イ）市・保健所担当者連絡会 

  ・日時 令和 4年 11 月 7 日 

  ・内容 事業計画の共有、圏域検討会の事前協議等 

 イ 糖尿病友の会活動への支援（交流会／勉強会)  

   ・未実施 

   ・各患者会の開催状況の把握：電話で聞き取りを行い、圏域会議で口頭で共有 

  ウ 研修会 

・「飛び出せ!!出雲糖尿病療養指導フォーラム」の周知協力（計 6回：偶数月） 

エ 普及啓発等 

（ア）「出雲圏域 病院における糖尿病治療・教育等状況」の更新、ホームページへ 
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の掲載 

 （イ）出雲商工会議所所報、ＪＡいずも広報に啓発記事掲載 

（ウ）保健所ロビーにロールアップバナーの設置 

 

（２）がん予防対策の推進 

ア 普及啓発 

・出雲商工会議所所報、ＪＡいずも広報に啓発記事掲載（令和 4年 10 月） 

・保健所・市役所でパネル展示等（令和4年5月31日～6月6日) 

イ 検討会 

（ア）市・保健所担当者連絡会 

・日時：令和 4年 11 月 29 日 

・内容：がん検診精度管理チェックリストに関する協議 

 （イ）対策型胃内視鏡検診実施に向けた協議（出雲市支援） 

   a 市・がん対策推進室との医療機関事業説明会等事前協議に参画 

日時：令和 4年 6月 16 日、9月 26 日  

   ｂ 対策型胃内視鏡導入ワーキングへの参画 

     日時：令和 4年 9月 6日  事前協議（がん対策推進室・県央/出雲保健所） 

     〃     第 3 回ワーキングへの参画 

     内容：これまでの進捗状況の共有、マニュアル（案）検討 

（ウ）出雲市胃内視鏡検診運営委員会への参画 

   ・日時：令和 4年 9月 6日、令和 5年 3月 9日 （所長 委員出席） 

（エ）島根県大腸がん検診未受診者対策事業意見交換会・事業報告会への参加 

   （R4 年度出雲市手上げ） 

 ウ がん検診啓発サポーターの派遣調整     

・実績なし 

エ 出前講座、乳がん触診モデルの貸出 

  ・実績なし 

 

（３）脳卒中予防対策 

ア 出雲圏域脳卒中再発予防事業の運用 

  ・発症退院連絡票 9 件 

（県立中央病院 7件、島根大学医学部附属病院 0件、市立総合医療センター2件)  

・出雲市保健師による訪問件数 8 件 

 イ 脳卒中予防対策検討会議 

     新型コロナウイルス感染拡大のため会議は中止したが、中止通知にあわせて、 

R3 年脳卒中発症者調査結果を周知 
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ウ 出雲市との連絡会 

   ・開催なし 

   ・国保ヘルスアップ支援事業評価委員会・意見交換会に参加し、出雲市の脳卒中

発症ハイリスク者対策事業について検討（6月 7日開催） 

 エ 圏域失語症友の会活動支援 

      毎月開催される友の会への支援及び充実した活動の継続に向け、圏域言語聴覚士

の派遣依頼等を行った。（友の会は新型コロナウイルス感染拡大により開催中止） 

 

（４）地域・職域連携健康づくり推進事業 

 ア 出雲圏域地域職域連携推進連絡会 

開催日 参加者 内容 

令和 4年 

11 月 19 日 

委員 

10 人 

・県・出雲圏域の取り組み 

・県、出雲圏域の健康状況（全国健康保険協会島根支部） 

・意見交換 

１）高血圧予防の取組について 

２）事業所への情報発信について 

イ 働く人の健康づくりセミナー 

   新型コロナウイルス感染拡大により中止 

 ウ 市の求めに応じた活動支援 

   １）出雲市・出雲保健所 担当者連絡会 

     ・実施無し 

２）出雲市働き盛り世代の健康づくり推進連絡会 

  ・日時：R4年 7 月 26（火） 

３）出雲市壮年期・高齢期ネットワーク会議 

  ・日時：R4年 9 月 22（木） 

４）出雲地区雇用推進協議会主催セミナー 

・日時：R4 年 10 月 24（月）  30 事業所参加 

・保健所から出雲圏域の状況や出前講座等について情報提供 

 エ 関係機関との連携、情報発信、啓発活動 

    ・商工会議所所報、JA しまね会報に健康づくり記事を毎月掲載 

・出前講座の実施  

 

（５）特定健診・保健指導 

 出雲市データヘルス計画の推進支援として、糖尿病対策、脳卒中対策の重症化防止

の取組について市と担当者間で協議 
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５ 食生活改善対策 

（１）食育推進体制構築事業 

教育、生産関係者など関係機関・団体を参集し、出雲の食育について課題の共有、

取組の検討、情報交換を目的とした事業。 

ア 出雲圏域食育ネットワーク連絡会の開催 

    新型コロナウイルス感染拡大により中止。中止連絡にあわせ、委員から食育推進 

  にあたっての課題（コロナの影響等）を把握  

 

（２）食育サポーター等育成事業 

食のボランティア組織の活動が、より主体的な運営・活動となるよう支援を行い、

食育推進の基盤整備につなげた。 

 ア 食育推進研修会の開催             未実施 

  イ 出雲市食のボランティア連絡協議会総会   令和 4年 5月 24 日（火） 

 ウ 出雲市食のボランティア育成教室への支援  令和 4年 8月 8 日（月） 

 

（３）まちの食育ステーション事業 

スーパーを食の情報発信、実践のための拠点とし、「食育月間」「食育の日」にあ

わせて、健康な食（バランスのよい食事や減塩）の啓発を実施した。 

ア 食の情報発信：減塩レシピ等を店内に設置し利用者へ配布 市内スーパー5か所 

イ 体験型啓発活動：減塩・野菜摂取に関する展示（フードモデル、パネル外）、 

レシピ・チラシ配布等 、島根県立大学学生によるアンケート  

   日時：令和 4年 9月 1 日(木)10:00～12:00  場所：グッディー医大通り店 

 

（４）外食栄養成分表示普及事業    ※圏域健康長寿しまね推進事業参照 

 

（５）特定給食施設等指導 

  給食施設の実態把握により、各施設において適正な給食が提供されるよう指導を実施 

 ア 個別指導 児童福祉施設 6 施設 

 イ 集団指導 出雲市保育協議会調理担当者部会研修会  

認可保育園調理担当者 50 人 

        内容：保育所における給食・栄養管理 

  ウ その他  

  （ア）出雲 D2会（出雲地域の病院と施設の栄養士の情報交換会）：開催なし 

 （イ）栄養管理状況報告書の提出依頼、収集  115 施設 

 

（６）専門的栄養指導 
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  ア 長期療養児への支援 

   ・食物アレルギー親子交流会（にんじんくらぶ）への支援 

   ・交流会（web 開催）開催日程等についての周知 

   ・共催交流事業は新型コロナ感染症発生のため未開催 

 

（７）栄養情報の提供促進 

機能食品並びに栄養表示基準制度の周知 

健康増進法・食品表示法に関する相談件数 延べ１件         

 

（８）管理栄養士養成学校学生実習 

   時期：R4年 8 月 29 日～9月 2日        

      対象：島根県立大学看護栄養学部健康栄養学科 4年生 7名 

 

（８）県民栄養調査          対象地区：出雲市大社町 （調査方法：BDHQ 調査） 

   ア 関係者・住民説明会   10 月 5 日 

      イ 調査実施        11 月 25 日（対面） 、郵送回収：～11 月 21 日 

 

（９）国民健康・栄養調査  対象地区：出雲市斐川町 

   ア 調査員打ち合わせ会  11 月 15 日 

   イ 関係者・住民説明会  10 月 13 日、11 月 22 日 

   ウ 調査実施       12 月 8 日 

 

（10）免許関係 

 ア 管理栄養士免許 （書き換え 3 件、再交付 1 件） 

 イ 栄養士免許   （書き換え 9 件、再交付 2件） 

 ウ 調理師免許   （書き換え 2件、再交付 4件） 

 

 

６ 歯科保健対策    

（１）８０歳２０本の歯推進事業 

  生涯を通じた歯と口の健康づくりのため、 

①むし歯予防のためのフッ化物洗口の推進 

②在宅支援に関わる歯科関係者の実態調査の周知 

③歯科衛生士の人材発掘、育成支援 

について関係諸機関と連携強化を図りながら取り組んだ。 
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ア 歯科保健連絡会議 

     ・日時 令和 5年 2月 3日  （出席者：14 名） 

   ・内容 ①圏域における歯科保健の現状 

            ②意見交換；今後の取組について 

  イ 事業所における出前講座（健康長寿しまね推進事業 歯科分科会に記載） 

      ・1 件 

  ウ 市等への支援  

 （ア）市の歯科保健事業について 

事業担当者連絡会や圏域連絡会議等において現状や課題等を共有・検討 

 （イ）歯科医師会の活動支援 

   島根県歯科医師会受託事業「糖尿病の医科歯科薬科連携強化事業」への協力、  

実施状況の共有 

 （ウ）地域活動歯科衛生士の活動支援   

   在宅歯科衛生士連絡会（毎月開催）において助言、情報提供 

  【地域活動歯科衛生士支援】   

日程 4/18 5/16 6/20 8/22 9/12 10/17 11/14 1/16 2/20 3/20 

参加数 7 7 8 4 6 6 6 7 8 5 

内容 ・事業の打合せ、事業実施における課題検討 

・市の担当者参加の上、事業のねらいの確認、歯科衛生士の役割確認、 

スケジュール等目線合わせ 

・地域ケア個別会議の事例検討 

・情報共有  等 

 エ 親と子のよい歯のコンクールの開催  

   対象：令和３年度の健診受診者 

   地区大会から県大会への推薦親子；２組 

  ※R4 年度は開催方法が歯科医院を受診する形に変わったため、保健所開催はなし 

オ．歯科疾患実態調査  ※国民健康・栄養調査と合わせて実施 

 ・関係者、住民説明会  10 月 13 日、11 月 22 日 

  ・調査実施       12 月 8 日 

 

７ 母子保健対策 

（１）出雲圏域母子保健推進協議会 

  ・新型コロナウイルス感染症拡大のため書面開催（3月） 

   

（２）長期療養児生活支援事業 

食物アレルギー児親子交流会（にんじんくらぶ）、ダウン症児親子交流会（クロー
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バーの会）、口唇口蓋裂児親子交流会（ピーチの会）いずれも、新型コロナウイルス

感染拡大のため実績なし   

 

（３）ハイリスク児保健・医療連携事業 

 ア 医療依存度の高い在宅療養児生活支援検討会 

    新型コロナウイルス感染拡大のため未実施 

 イ 相談支援事業所との情報交換会 

   ・さざなみ学園：5/31、ハートピア出雲：6/1、CS いずも：6/22 

 ウ 在宅療養支援ファイル等の活用に関する学習会 開催せず 

  エ ケースの支援会議、訪問等の実施 

   ・ケース支援会議  開催：1件 、参加：18 件 

   ・訪問指導 実人数 12 人（延べ 23 人） 

うち小児慢性特定疾患対象児 4人(延べ 4人) 

      ・相談指導 実人員 177 人（延べ 228 人）  

うち小児慢性特定疾患対象児 177 人(延べ 228 人) 

   ・連絡調整 実人員 29 人（延べ 131 人） 

うち小児慢性特定疾患対象児 7人(延べ 19 人) 

 オ 情報提供のツールとしての在宅支援ファイルの随時更新と活用  

   ・新規作成 4件 

・継続ケースについては、必要時更新 

 

（４）小児の事故予防対策 

 ア ネットワークの推進 

（ア）サポーターの登録・交流会 

a 小児の事故予防サポーター新規登録：なし 

b サポーター交流会の開催   

 イ 小児の事故予防サポーター活動の推進 

    ・小児の事故予防サポーターによる事故予防出前講座の実施    

 ウ 小児の事故予防に関する普及啓発 

・小児の事故予防サポーターへ事故事例の情報提供 

・啓発媒体の活用促進～小冊子・リーフレットの配布、啓発グッズやパネルの貸

出し 

・啓発用ポスターの活用 

・乳幼児期の家庭へ向けた啓発 

 エ 小児の事故事例の情報提供  実績なし 
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（５）出雲圏域周産期医療体制検討会 

  ア 出雲圏域周産期医療体制検討会 

       ・新型コロナウイルス感染拡大のため中止 

   イ 出雲圏域周産期看護連絡会 

       ・新型コロナウイルス感染拡大のため中止 

   ウ 出雲圏域周産期症例検討会 

・県立中央病院と島根大学医学部附属病院の産婦人科が交互に担当して開催し

ており、保健所から WEB で出席 

 

（６）思春期保健対策   

  ア 思春期保健ネットワーク連絡会 

       ・新型コロナウイルス感染拡大のため中止       

  イ 実態把握 ：実績なし 

  ウ 思春期保健相談 電話相談 6件 

  エ 思春期保健教室 0 件 

  オ その他 

     ・思春期の性に関する専門相談窓口の把握 

    ・「出雲地域思春期のこころとからだの相談先（2023 年度版）」情報更新 

    ・中学生に向けた啓発用リーフレットの配布、情報更新  

配布対象学校 20 校  

（７）専門的母子保健相談 

   ・乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）の相談 0 件 

  

（８）医療給付等 

 ア 小児慢性特定疾病医療支援事業申請                     254 件 

          （申請内訳：新規 23 件、更新 176 件、変更等 55 件） 

 イ 特定不妊治療費助成申請 195 件 

（男性不妊検査費助成申請 1件、不妊治療<先進医療>費助成事業申請 68 件含む） 

 ウ 乳幼児等医療費助成に係る慢性呼吸器疾患等 14 疾患群の判定   0 件 

 エ 先天性代謝異常等検査要精密検査児の受診等の確認          8 件 

 オ 妊娠高血圧症候群等療養援護費申請                  0 件 

 カ 旧優生保護法一時金請求・相談                 0 件 

 キ 受胎調節実地指導員指定申請                  0 件 

 

（９）島根県新型コロナウイルスに感染した妊産婦に対する寄り添い型支援事業 

  ・昨年度から開始され、1名について、電話連絡を実施 
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 地域保健医療計画の進行管理 
保健医療計画の推進・地域医療構想

の実現に向けた調整 

 地域保健医療対策会議の開催 

 医 療 対 策  医療・介護等連携体制の構築 

 救急医療体制整備 

 地域ＤＯＴＳの推進  結 核 予 防 対 策 

 医療の安全対策 

 肝 炎 対 策 

 災害医療体制の推進 

 在宅医療連携体制の支援 

指定難病・特定疾患等の医療費助成 

 普及・啓発事業 

 難 病 対 策 

 相談・検査事業 

 難病患者療養支援体制の推進 

 エ イ ズ 予 防 対 策 

 臓 器 移 植 推 進 事 業  骨髄提供希望者登録推進事業及び啓発 

 普及・啓発事業 

 相談・検査事業及び普及啓発事業 

 緩和ケア総合推進事業  緩 和 ケ ア 推 進 事 業 

 肝がん等重症化予防事業 

 ハ ン セ ン 病 対 策  普及・啓発事業 

 肝炎医療費助成事業 
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医事・難病支援課 

 

１ 島根県保健医療計画の策定及び医療連携体制の構築 

 出雲地域保健医療対策会議において第７期保健医療計画の進行管理を行った。又、医療・介護

連携専門部会及び保健医療対策会議を開催し、地域医療構想の実現と、誰もが希望する場所で療

養できる医療体制の構築に向けた検討を行った。 

（１） 出雲地域保健医療対策会議 

日時：令和５年３月１６日（木）１４：００～１５：３０ 

   内容：１）協議事項  

・重点目標に沿った現状と課題について 

・新型コロナウイルス感染症について 

・各団体等の取り組みについて 

      ２）報告事項 

      ・第 8次島根県保健医療計画の策定について 

      ・今後の新型コロナウイルス感染症について 

 

（２） 医療・介護連携専門部会 

日時：令和４年１２月１３日（火）１９：００～２１：００ 

   内容：１）協議事項   

      ・令和 4年度 医療・介護連携専門部会の取り組みについて 

・圏域の医療機能分担について 

・医療と介護の連携について 

・医療機器共同利用計画書の提出状況 

      ２）報告事項 

      ・公立病院経営強化プランについて 

      ・紹介受診重点医療機関外来機能報告等について 

 

（３） 救急医療体制の構築 

   ア 小児救急地域医師研修会の開催 

 コロナ感染症拡大のため未実施 

   イ 出雲地区救急業務連絡会への参加    

 

（５）災害保健医療対策の推進 

  ア 出雲地域災害保健医療対策会議の開催 

    日時：令和４年１１月３０日（水） １８：３０～２０：００ 

    内容：１）説明事項 

       ・DMAT 活動要領の一部改正について  

       ・大規模災害時の保健医療福祉活動に係る体制の整備について 

       ２）報告・情報共有 
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  ・出雲市における要配慮者・避難行動要支援者の支援について 

  ・令和４年度中国地区 DMAT 実働訓練について 

  ・令和４年度 EMIS 入力・衛星電話通信訓練について 

  イ 災害時等訓練への参加 

衛星電話通信訓練の実施（令和４年６月３日） 

 

２ 医療の安全管理対策 

（１） 医療機関への立入検査の実施 

    医療法第２５条第１項に基づく立入検査は、新型コロナウイルス感染症の流行拡大により

書面審査と現地での検査を組み合わせ、規模を縮小して実施。 

   実施数と期間 

    ・病院     １１か所 令和４年１０月～令和５年２月 

    ・有床診療所  ０か所 

    ・無床診療所  ８か所  令和４年１２月～令和５年１月 

（２） 医療安全相談窓口の設置 

   医療の安全と信頼を高め、医療機関における患者サービスの向上を図ることを目的に相談   

窓口を設置。医療に関する相談、苦情を受付必要に応じて医療機関への情報提供等実施。     

・相談件数：２８件 

（３） 医療法に基づく届出等 

   医療法に基づく届出、変更等の事務、医療機関の新規開設、施設構造設備変更に伴う現地   

確認を実施。 

 

３ 結核予防対策 

（１）結核発生状況（令和４年１月１日～令和４年１２月３１日） 

   令和４年の新規結核登録患者数は１６人であり、令和３年と同数の発生がある。 

   高齢者の登録が多く、外国籍の発生もほぼ毎年続いている。潜在性結核感染症が７人であ

り、発見方法が接触者健康診断以外の事例が半数以上である。 

 活動性結核 
（別掲） 

潜在性結核

感染症 
総数 

肺結核活動性 
肺外結核 

活動性 総数 喀痰塗抹陽性 
その他の結核 

菌陽性 

菌陰性・ 

その他 

R4 １６ １５ ８ ４ ３ １ ７ 

R3 １６ １１ ５ ５ １ ５ ６ 

R2 １５ １３ ６ ５ ２ ２ １１ 

R1 １８ １５ ９ ６ ０ ３ ４ 

H30 ２７ ２０ ７ ７ ６ ７ ９ 
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（２）結核部会開催数および診査件数 

 

開催数 

（出雲保健所分 

のみ） 

検査件数 

１８条 ２０条の１ ２０条の４ ３７条の２ 

定 期 １７ ０ ０ ９ ２９ 

臨 時 

（簡素

化） 

６ ６ ６ ０ ０ 

合 計 ２３ ６ ６ ９ ２９ 

                          

（３）結核従事者研修会の開催 

   出雲圏域の医師及び医療関係者を対象に、結核の鑑別診断の質の向上を図ることを目的に   

研修会を開催しているが、令和４年度も新型コロナ感染症のため開催を中止した。 

（４） 結核患者の療養支援 

ア 個別相談による支援 

① 電 話：延人員 ５００名 

② 来 所：延人員   ３４名 

③ 訪 問：延人員   ８６名（うち DOTS ６４名）  

     実人員    ２３名（うち DOTS １９名） 

④ その他：延人員  １２名 

イ コホート検討会の開催 

① 定例検討会 結核部会後に実施（第３水曜日） 

検討対象者: 延人員 １５５名 / 実人員 ３６名 

検討回数 :１０回         

② 結核患者支援関係者会の開催 

      新型コロナウイルス感染症対策のため中止とした。 

（５） 接触者に対する健康診断の実施  

      保健所実施数    Ｘ－Ｐ：  ０件 

                ＱＦＴ：５５件 

                ツ 反： ０件  

委託医療機関実施数 Ｘ－Ｐ：  ５件  

ＱＦＴ：  ４件  

T-SPOT： ０件 

環境保健公社実施数      ０件 

未受診になったケース     ０件 

（６） 精密検査の実施                                 

      保健所実施数    Ｘ－Ｐ：  ０件 

      委託医療機関実施数     ４５件 ※R5.4.20 現在 

（７） 結核菌分子疫学調査事業の実施 

    検査依頼件数 

     松江医療センター：８件 
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     県立中央病院：１件 

島根大学医学部附属病院：２件 

（８） 登録者の所属数集団等に対する衛生教育の実施 

     今年度は実施なし 

 

４ 難病対策 

（１） 医療費の一部公費負担申請の受理、進達 

  ア 特定医療費受給者証交付状況（令和５年３月末現在） 

     ・新規交付件数        ２３８件 

     ・更新交付件数     １，５３８件  

     ・受給者証所持者数   １，７１３人  

  イ 在宅人工呼吸器使用特定疾患患者訪問看護治療研究事業 新規０件、更新２件 

  ウ 先天性血液凝固因子障害等治療研究事業 新規１件、更新３件 

  エ スモンに対するはり、きゅう及びマッサージ治療研究事業 更新１件 

    オ 指定医・指定医療機関の新規指定状況 

    難病指定医 ２１件、小児慢性特定疾病指定医  １８件 

    難病指定医療機関 １８件、小児慢性特定疾病指定医療機関 １３件 

カ 指定医の更新状況 

    難病指定医 １３件、小児慢性特定疾病指定医 ８件 

キ 指定医療機関の更新状況 

    難病指定医療機関 ４件、小児慢性特定疾病指定医療機関 ３件 

（２） 在宅療養者への支援 

ア 患者家族への療養支援 

  ・相談（電話・来所）：延べ １，９６５件 

  ・家庭訪問：延べ  ７５件（実人員 ３３名） 

 ・ＡＬＳ患者等のカンファレンス等への参加：延べ １９回 

（実人員 ALS 他 １４名） 

    ・ケース支援会議の開催：１回（実人員 ALS１名） 

イ 専門相談の実施 

       しまね難病相談支援センター主催による専門相談の紹介 

   ウ 患者、家族への支援、家族会の育成支援 

項 目 

開催日 

（参加人

数） 

内 容 

パーキンソン病 ０ 講演会等は新型コロナ感染症対策のため開催なし。 

 

 

 

 

患者・家族会つ

くしの会支援 

０ 総会等は新型コロナ感染症のため開催なし。 

２ 役員会 

１ 
会報発行１回（会員、難病ボランティアありんこから原稿

募集）たよりの発行 

眼科疾患   １ R5.3.9 に R4 年度出雲圏域眼科疾患患者・家族交流会開催 
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医事･難病支援課 令和４年度事業実績 出雲保健所 

膠原病 ０ 講演会等は新型コロナ感染症の感染拡大防止のため、中止 

炎症性腸疾患 ０ 講演会等は新型コロナ感染症感染拡大防止のため中止 

エ 全県組織の患者家族会への参加、支援 

    ・全国膠原病友の会島根県支部（総会）：開催なし 

    ・全国パーキンソン病友の会島根県支部：休会となった。 

  ・全県 ALS 患者：開催なし 

  オ 訪問指導事業（専門職による訪問事業） 

    ・０件（実０人） 

  カ 難病患者の意思伝達装置等の貸し出し事業 

・購入前の試用や練習のための意思伝達装置等の貸し出しを行った。 

貸出回数：４件（レッツチャット１件、ビックスイッチ１件、 

スペックスイッチ変換機：１件、ペチャラ：１件）  

 

（３） 人工呼吸器使用等の重症難病患者の療養支援 

  ア 出雲圏域重症神経難病患者に係る介護支援専門員連絡会及び研修会の開催 

    新型コロナウイルス感染症拡大により、研修以外の取組は中止とした。 

      開催日：①令和４年１２月６日（研修会）、②R５年３月 7日（連絡員会） 

     内 容：①研修会（オンライン、後日動画配信） 

          難病患者の災害対策について 

         ②連絡員会 

          今年度の取組の振り返り、次年度計画の立案 

  イ 在宅重症難病患者一時入院支援事業の実施 

・医療依存度の極めて高い在宅重症難病患者の介護を行う者の休養等のため、重症難病 

患者が医療機関に一時的に入院できるよう支援する。 

        管内委託医療機関数 ：６病院 

         実績件数：利用実人員 ７名（延べ１１回利用） 

     受け入れ医療機関数 ３医療機関 

ウ  人工呼吸器使用等の重症難病患者の災害時支援体制の構築 

 ・災害時個別支援計画の策定 

計画策定対象患者 １０名（R５.３月末時点の在宅療養の人工呼吸器装着者） 

    うち計画策定患者数 ７名、作成中患者数 ２名、未作成 １名 

     ・人工呼吸器装着患者の災害時対応訓練を実施（訪問看護ステーション、ケアマネジャ

ーによる調整）。 

災害訓練実施数 ３名 

・非常用発電機の使用に関する研修会の実施（事業所及び市、保健所職員を対象） 

 ※新型コロナウイルス感染症拡大のため中止 

（４） 出雲圏域難病対策地域協議会の開催 

   日 時：令和５年３月４日（金）１９：００～２１：００ 

場 所：出雲保健所 大会議室 

   内 容：１）出雲圏域における難病対策の現状について 

       ２）災害対策について 
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       ３）就労支援について 

       ４）次年度の取り組みの方向性について 

（５） 難病医療研修会の開催 

日 時：令和５年１２月６日（火）１３：３０～１５：００ 

内 容：テーマ「難病患者の災害対応」 

   ①行政説明（保健所における災害対策の取組） 

   ②行政説明（出雲市における災害対策の取組） 

   ③居宅介護支援事業所における取組発表（穂なみ介護支援事業所） 

   ④患者・家族の取組発表（難病患者家族） 

     ※新型コロナウイルス感染症拡大に伴いオンライン参加とし、後日動画配信も

実施。（当日オンライン参加者 44 名、動画は 26 回再生） 

（６） 難病ボランティアの育成及び自主活動支援 

  ア 難病ボランティアサークル「ありんこ」への支援 

    ・研修会の開催：新型コロナウイルス感染症拡大予防のため実施せず。 

・活動内容：患者・家族会への支援 

  ①患者家族交流会への支援 

   実施日：令和５年３月９日（木）１０：００～１３：００ 

   内 容：眼科疾患患者家族会交流会 

  ②会報誌送付支援 

   実施日：令和５年３月１４日（火）１３：３０～１５：００ 

       内 容：パーキンソン病患者・家族の会「つくしの会」会報誌への寄稿協力及び           

郵送作業協力 

イ 在宅療養重症難病患者と学生ボランティアのコミュニケーション事業の実施 

利用者  ：２名（神経難病等の在宅療養患者） 

実施学生：島根大学医学部看護学科ボランティアサークル「えすこに」在籍学生 

内  容：利用者への手紙、オンラインでの交流会 

（７） その他 

ア しまね難病相談支援センターとの連携 

    難病相談支援センターは、難病患者等の相談支援、地域交流活動の促進及び就労支援等 

を行う拠点施設として、患者等の様々なニーズに応じたきめ細やかな支援が行われてお 

り、特に難病医療専門員と連携を図り、難病患者・家族の支援を行った。 

  イ 医療的ケアを必要とする在宅療養中の患者等の余暇活動支援 

    難病患者や小児慢性特定疾患患者等が外出や余暇活動を楽しめる地域づくりを目指した

有志の会を立ち上げ、企画会等（３回）に参画した。 

 

５ 肝炎対策 

（１） 肝炎検査・相談の実施 

  ア 肝炎相談   １１件 （電話１１件 来所０件、その他０件） (検査者を含む） 

  イ 無料検査件数  ０件 ：ＨＢＶのみ             ０件 

                ：ＨＢＶ+ＨＣＶ（核酸増幅検査実施） ０件 
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：ＨＢＶ+ＨＣＶ（核酸増幅検査不要） ０件 

：ＨＣＶのみ（核酸増幅検査不要）   ０件 

  ＊県方針（新型コロナウイスルに関する対応）に基づき、原則保健所では検査を実施せず。 

（委託医療機関で実施している無料の肝炎検査を案内） 

（２） 肝がん等重症化予防事業 

ア 初回精密検査費用助成申請： ５件 

    イ 定期検査助成申請：２４人（実人員１３人） 

ウ 肝炎ウイルス陽性者フォローアップ事業 

・フォローアップ同意者に対して申請・郵便・電話で状況を把握した。郵送時に、状況

把握用紙とともに定期検査費用助成のパンフレットと申請書を同封し送付した。 

R4 年度末フォローアップ同意者数 ５７人（令和５年３月３１日現在） 

受療中：４人    経過観察中：４６人 

放置・中断：３人  状況不明：４人 

（３） 肝炎医療費助成事業 

    新規   核酸アナログ製剤治療        ７件 

         インターフェロンフリー治療    １０件 

    更新                  ２４２件 

    変更                   ３３件 

（４） 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業 

    新規                    ５件 

    更新                     ２件 

 

６ エイズ対策事業 

（１） エイズ相談、検査の実施 

       相談件数 ３６件（検査者を含む） 

    検査件数 ３０件  うち要確認検査 ０件 

   ＊県方針（新型コロナウイスルに関する対応）に基づき、定例検査は月 1回（原則第 3月曜日） 

とした。 

（２） 普及啓発活動 

ア ＨＩＶ検査普及週間事業 

＊県方針（新型コロナウイスルに関する対応）に基づき、普及週間及びキャンペーン未実施。 

イ 世界エイズデー関連事業 

  夜間検査の実施 

  ウ 個別施策層への啓発 

    専門学校等での啓発資料配付については未実施 

  エ 学校等での啓発活動の支援・情報提供等 

学校からの要望なく未配布  

（３） エイズ出張講座 

    学校からの講座希望なし 

 

７ 移植医療推進及び骨髄提供希望者登録推進事業 

（１） 普及・啓発 

  ア 臓器移植推進月間啓発キャンペーンの実施 
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     １０月の「臓器移植普及推進月間」に合わせ、ポスター掲示及び啓発用チラシを配架し、 

    ホームページにも掲載。 

（２） 骨髄ドナー登録窓口業務の開設 

      開設日：毎月第１・３月曜日 １３：３０～１５：３０ 要予約制（原則） 

登録件数 １件（令和４年４月～令和５年３月） 

（３）献眼 

      知事感謝状の贈呈：１件 

 

８ 緩和ケア推進事業 

（１） 出雲圏域緩和ケア検討会の開催 

    開催日：令和５年２月１３日（月）１９：００～２１：００ 

内 容：１）報告事項 

・緩和ケアの推進について 

①令和 3年度緩和ケア提供体制の課題と今後の方向性  

②令和 4年度緩和ケア推進事業について           

 ・圏域の緩和ケア推進状況について 

①がん診療連携拠点病院の取組状況                 

②がん情報提供促進病院・在宅療養支援病院の取組状況 

③各団体の取組状況                          

④出雲市の取組状況                        

２）検討事項 

・令和 4 年度緩和ケア提供体制の課題と今後の方向性     

・痛みの評価スケールについて 

・ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の普及啓発について     

３）情報提供：ルピナス LINE の友だち登録について 

（２） 人材の育成 

  ア 研修会の開催協力 

圏域内のがん診療連携拠点病院を中心に開催される研修会の周知等に協力  

イ 緩和ケア従事者研修の開催 

   開催日：令和５年３月８日（水）１４：００～１５：００ 

場 所：寿生病院 

内 容：「アドバンス・ケア・プランニング（ACP）について知ろう」 

講師：島根大学医学部附属病院 麻酔科教授 齊藤 洋司 氏 

    参加者：３６人 

（３）普及啓発事業（住民向け） 

コロナ感染症拡大のため未実施 

 

９ ハンセン病対策 

（１） 普及・啓発事業 

ハンセン病に関する正しい知識の普及啓発を図るため、保健所のホールにパンフレット等 

を配置し、地域の団体の研修のため啓発ＤＶＤの貸し出しを行った。   
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衛生指導課業務

食 中 毒 予 防 対 策 ・ 発 生 時 の 調 査

生 活 衛 生 対 策 生 活 衛 生 営 業 施 設 等 の 監 視 指 導

血 液 事 業 の 推 進

食 品 表 示 法 の 周 知

飲 料 水 の 危 機 管 理

予 防 接 種 の 推 進 ・ 事 故 防 止

水 道 ・ 水 質 衛 生 管 理 対 策 水 道 施 設 の 立 入 検 査

感 染 症 発 生 時 の 対 応

食 品 等 の 検 査

感 染 症 予 防 対 策 感 染 症 の 予 防 啓 発

食 品 衛 生 対 策 食 品 関 係 施 設 の 監 視 指 導

食 品 衛 生 推 進 員 委 託 事 業

食 品 表 示 の 適 正 化

表 示 相 談 ・ 監 視 指 導

薬 事 関 係 対 策 薬 局 ・ 医 薬 品 販 売 業 等 の 監 視 指 導

医 薬 品 適 正 使 用 の 啓 発

食 品 に 関 す る 啓 発 ・ 情 報 発 信

建 築 物 の 衛 生 管 理 対 策

毒 物 劇 物 の 監 視 指 導

薬 物 乱 用 防 止 対 策
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衛生指導課 

１ 医薬品等安全対策の推進 

（１） 薬局・医薬品販売業等の監視指導 

薬局及び医薬品販売業者に対して立入検査を実施し、医薬品医療機器等法に基づき医薬品

の適正な管理・販売について指導した。また、薬局においては薬剤師員数等の法令遵守を指

導した。 

○薬事関係施設数及び監視数 

  

薬局 

医薬品販売業 医薬品等製造業 医療機器

修理業 

高度管理医療

機器等販売

業・貸与業 
卸売 店舗 製造業 製 造

販売 

薬局製

造販売 

施設数 88 12 48 12 2 2 10 107 

監視数 9 1 3 0 0 0 0 4 

違反件数 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

（２） 医薬品の適正使用の啓発 

高齢化に伴い種々の疾患により複数の医療機関を受診する患者が多い。医薬品の併用によ 

る副作用等の事故を未然に防止するため、平成８年度から高齢者医薬品安全使用講座を開催 

しているが、新型コロナのため啓発を実施できなかった。 

開催回数 0 回 

 

（３） 毒物劇物の監視指導 

更新前立入時に、毒物劇物営業者に対し、保管管理の適正化について監視指導した。 

○毒物劇物関係施設数及び監視数 

 製造業  販売業  

一般 農業用品目 特定品目 

施設数 3 81 40 0 

監視数 0 2 1 0 

違反件数 0 0 0 0 

 

（４） 薬物乱用防止対策 

ア 普及啓発 

「ダメ。ゼッタイ。」街頭キャンペーン 

新型コロナ感染症発生のため、街頭キャンペーンは中止となった。 
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イ 麻薬・覚醒剤等取扱施設等に対する監視指導 

麻薬、向精神薬及び覚醒剤原料取扱施設に対して監視を実施し、法律の遵守を指導した。 

また、麻薬事故事案について調査及び再発防止の指導を行った。 

○麻薬業務所（者）数及び監視数 

 

麻薬卸 麻薬小 

 麻薬診療施設 

麻薬研究者 合計 病院 一般 歯科 動物診療 

 売業者 売業者  診療所 診療所 施設 （人）  

施設数 4 85 11 66 0 6 7 212 

監視数 3 24 5 1 0 0 1 34 

事故件数 0 1 10 0 0 0 0 11 

違反件数 0 1 1 0 0 0 0 0 

 

 

○向精神薬取扱施設数及び監視数 

 

免許みなし 免許みなし 

病院等 

試験研究 合計 病院 一般 歯科 動物診 

 卸売業者 薬局  診療所 診療所 療施設 施設  

施設数 12 88 11 168 61 35 0 375 

監視数 0 5 0 1 0 0 0 6 

事故件数 0 0 0 1 0 0 0 1 

違反件数 0 0 0 1 0 0 0 1 

 

 

○覚醒剤・覚醒剤原料取扱施設数及び監視数 

 

 

ウ 自生けしの抜き取り 

自生けしの巡回パトロールを実施し、出雲市内１ヵ所、５４２本の自生けしを抜き取り焼

却処分した。 

 

 

覚醒剤 覚醒剤原料 

大臣指定 病院・ 動物診療合計 
研究者 薬局 取扱者 研究者 

施用機関 診療所 施設 

施設数 229 358 35 88 ０ 4 1 1 

監視数 0 0 1 0 3 4 0 0 

事故件数 0 0 0 0 0 0 0 0 

違反件数 0 0 0 0 0 0 0 0 
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（５） 血液事業の推進 

少子高齢化により、血液製剤の使用量の増加が見込まれる一方で献血者数が年々減少して

いる。市、赤十字血液センターと連携し、地域住民、職域団体等に対して献血の推進活動と

献血思想の普及を図った。 

 

○管内献血状況（3 月末現在） 

400ml 献血 目標本数 実績 目標達成率 

出雲市 3,575 3,807 106.5% 

 

２ 生活衛生の推進 

（１）生活衛生関係営業施設への監視指導 

ア 生活衛生関係営業施設に対して「生活衛生関係営業指導マニュアル」および「生活衛生関

係営業立入監視票」を活用し、構造設備基準や衛生措置等が遵守されているか確認した。 

○管内生活衛生関係営業施設数及び監視数 

区 分  施設数 監視数 

理 容 理容所 214 4 

美 容 美容所 435 27 

クリーニング クリーニング所 

(うち取次所) 

88 0 

62 1 

無店舗取次店 3 0 

公衆浴場 公

営 

一般公衆浴場 0 0 

その他 7 0 

私 

営 

一般公衆浴場 0 0 

個室付浴場 0 0 

ヘルスセンター 0 0 

サウナ風呂 0 0 

その他 20 7 

旅館等 旅館・ホテル 77 8 

簡易宿所 40 13 

下宿 0 0 

興行場 スポーツ 2 0 

映画館 1 0 

その他 3 0 
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イ 新型コロナウイルス衛生講習会等において資料を配付し、生活衛生の向上及び確保を図っ

た。 

 

講習会等の名称 配布年月日 主催者 

美容組合講習会 R4.4.29 島根県美容業生活衛生同業組合出雲支部 

理容組合講習会 R4.9.12 島根県理容業生活衛生同業組合出雲支部 

 

ウ レジオネラ症対策 

旅館業立入の際、循環設備のある施設の衛生管理について指導を行った。管内の循環設

備のある施設のうち、レジオネラ属菌の検出があったのは、公衆浴場１件であった。 

また、令和４年９月にレジオネラ症防止対策の徹底を目的に、薬事・営業指導グループ

経由で管内公衆浴場事業者あてレジオネラ症防止対策の周知文書を送付した。 

（２）建築物の衛生管理対策 

ビル衛生管理登録事業者に対し、更新や変更時の立入等において適正な業務管理の指導を

行った。 

○特定建築物届出件数及びビル衛生管理登録事業者数と監視指導数 

 届出・登録件数 監視数 

特定建築物 63 6 

ビル衛生管理登録事業者 33 6 

 

３ 食品衛生対策の推進 

（１）食品関係施設の監視指導計画的に食品関係施設の立入監視を行い、衛生管理の向上に努め 

た。 

春と秋の営業許可更新にあわせて対象施設の監視を行い、施設基準の適合状況を確認する

とともに、必要に応じて衛生管理について指導を行った。 

春（５月）更新：１５９施設、秋（１１月）更新：１５９施設 

○営業許可施設数と監視指導数（旧法） 

 

施設数 監視指導 

行政処分結果 

営業停止 営業禁止 施設改善 その他 

  件数 命令 命令 命令  

飲食店営業 962 17 1    

菓子製造業 180 7     

乳処理業 1 0     

乳製品製造業 2 0     
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魚介類販売業 82 5     

魚介類せり売り業 1 0     

魚肉ねり製品製造業 7 7     

食品の冷凍又は冷蔵業 9 1     

缶詰又はびん詰食品製造業 2 0     

喫茶店営業 151 0     

あん類製造業 3 0     

アイスクリーム類製造業 33 0     

食肉処理業 8 3     

食肉販売業 29 2     

食肉製品製造業 2 0     

食用油脂製造業 2 0     

みそ製造業 5 0     

しょう油製造業 5 2     

ソース類製造業 7 0     

酒類製造業 3 0     

豆腐製造業 6 2     

めん類製造業 14 3     

そうざい製造業 45 6     

添加物製造業 0 0     

清涼飲料水製造業 3 0     

氷雪製造業 0 0     

許可施設 計 1,562 55     

 
 営業許可施設数と監視指導数（新法） 
 

施設数 
監視指導 

件数 

行政処分結果 

営業停止 
命令 

営業禁止 
命令 

施設改善 
命令 

その他 

飲食店営業 588 241     

調理機能を有する自動販売

機により食品を調理し、調

0 0     
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理された食品を販売する営

業 
食肉販売業 12 2     

魚介類販売業 41 18     

魚介類競り売り営業     1 1     

集乳業 0 0     

乳処理業   0 0     

特別牛乳搾取処理業   0 0     

食肉処理業 8 2     

食品の放射線照射業     0 0     

菓子製造業 80 31     

アイスクリーム類製造業    2 1     

乳製品製造業      0 1     

清涼飲料水製造業   1 1     

食肉製品製造業     2 0     

水産製品製造業 10 4     

氷雪製造業 0 0     

液卵製造業 0 0     

食用油脂製造業   3 1     

みそ又はしょうゆ製造業 9 3     

酒類製造業 7 0     

豆腐製造業 1 2     

納豆製造業   0 0     

麺類製造業   12 3     

そうざい製造業 32 15     

複合型そうざい製造業 1 0     

冷凍食品製造業 1 1     

複合型冷凍食品製造業 0 0     

漬物製造業 4 1     

密封包装食品製造業 4 5     
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食品の小分け業 2 1     

添加物製造業 1 0     

許可施設 計 822 334     

 
 
〇食品営業届出施設数と監視指導数 
 

施設数 
監視指導 

件数 

行政処分結果 

営業停止 
命令 

営業禁止 
命令 

施設改善 
命令 

その他 

魚介類販売業（包装済みの

魚介類のみの販売） 
   119 0     

食肉販売業（包装済みの食

肉のみの販売） 
  167 0     

乳類販売業 310 1     

氷雪販売業 1 0     

コップ式自動販売機（自動

洗浄・屋内設置） 
   76 0     

弁当販売業 8 0     

野菜果物販売業   27 3     

米穀類販売業   13 0     

通信販売・訪問販売による

販売業 
3 0     

コンビニエンスストア     59  6     

百貨店、総合スーパー 26 11     

自動販売機による販売業

（コップ式自動販売機（自

動洗浄・屋内設置）を除

く。） 

  71 0     

その他の食料・飲料販売業   122 5     

添加物製造・加工業（法第

13 条第１項の規定により

規格が定められた添加物の

製造を除く。） 

0 0     

いわゆる健康食品の製造・

加工業 
 2 0     

コーヒー製造・加工業（飲

料の製造を除く。） 
5 0     
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農産保存食料品製造・加工

業 
13 0    

 

調味料製造・加工業 6 0     

糖類製造・加工業 0 0     

精穀・製粉業 12 0     

製茶業 16 0     

海藻製造・加工業 8 1     

卵選別包装業   2 0     

その他の食料品製造・加工

業 
  96 2     

行商 0 0     

集団給食施設 113 3     

器具、容器包装の製造・加

工業（合成樹脂が使用され

た器具又は容器包装の製

造、加工に限る。） 

3 0     

露店、仮設店舗等における

飲食の提供のうち、営業と

みなされないもの 

0 0     

その他 14 0     

届出施設 計 1,292 32     

 
（２）食品に関する啓発・情報発信 

食品の安全、安心について理解を深め、より一層の衛生管理意識向上のため、食品等事業

者および一般消費者に対して衛生講習会、意見交換会、ホームページ及びチラシ配布等によ

り知識の普及啓発を行った。 

ア 食品等事業者への啓発 

・食中毒の発生防止を図るため、食品営業者を対象とした地区別講習会、食品衛生責任者講

習会並びに社会福祉施設等の給食従事者を対象とした衛生講習会を実施した。 

 営業者向け講習会の実施 ７回（１６１名） 

・営業者向けに、ノロウイルス食中毒、腸管出血性大腸菌、食品表示のチラシ送付 

約１,３００施設 

・食品営業許可施設に係る施設基準の改正のお知らせについて、リーフレット等を送付し、

情報提供を行った。 

      令和４年 ５月末更新施設：１７３施設 

      令和４年１１月末更新施設：１９０施設 

                 計：３６３施設 
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（３）食中毒予防対策 

ア ノロウイルス対策として飲食店等や集団給食施設に対し注意喚起のためのチラシ送付を実

施した。また、近年、鶏肉の生食を原因としたカンピロバクター食中毒が増加しているこ

とを受け、消費者に対してチラシやホームページを活用して注意喚起を行った。 

イ クドア・セプテンプンクタータやアニサキスなどの寄生虫による食中毒が増加しているこ

とから、各種講習会を通じて、事業者、消費者に対して予防対策等の啓発を行った。 

ウ 生食用食肉、牛レバー等の取扱いについて、関係事業者へ法令を遵守するよう注意喚起を

行った。 

エ 出雲市保育研究会の調理部会を対象とした衛生講習会の依頼があり、講師として食中毒予

防の啓発を行った。 

○令和４年度 管内食中毒発生状況 ４件 患者１２名 

 発生年月日 患者数 病因物質 原因食品 原因施設 

１ R4.6.19 1 名 アニサキス しめさば（推定） 不明 

２ R4.7.25 3 名 サルモネラ属菌 生卵（推定） 家庭 

３ R4.8.8 7 名 不明 飲食店の食事 飲食店 

４ R5.3.11 1 名 アニサキス 刺身（イワシ、タコ、し

めさば）（推定） 

不明 

 

（４）食品の検査 

管内の製造業者の加工品等について食品の成分規格、添加物の使用基準、表示に関し、収

去検査や現場での表示チェック等を実施した。 

また、管内加工食品、管内生産農産物及び輸入農産物について残留有害物質検査を行い農

薬、動物用医薬品等の残留実態の把握に努めた。 

○収去検査検体数 ２３件 

・理化学検査：１２件（内訳；添加物：０件、残留農薬検査等：１２件） 

・細菌検査 ：１１件 

 

（５）食品衛生推進員活動新型コロナウイルス感染症の影響により、食品衛生推進員への講習会 

及び営業施設巡回相談、食品表示チェッカー事業は行わず、管内の施設へチラシを送付し、 

啓発を行った。 

〇チラシ送付施設：３０７施設（飲食店営業施設：２１３施設、製造施設：９４施設） 

○食品衛生推進員：１０８名 

 

４ 食品表示の適正化 

食品衛生法、JAS 法、健康増進法の食品表示に係る規定を統合した食品表示法が、平成２７

年４月１日から施行されたことに伴い、食品等事業者に対し、講習会により食品表示法につい

ての周知を図った。 
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また、食品事業者からの表示相談及び立入監視による不適正表示の指導により、適正表示の

推進を図った。    

 ・講習会実施件数： ７件 

・表示監視件数  ：３８件 

 

５ 感染症予防対策の推進 

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」及び「島根県感染症予防計

画」に基づき、感染症発生時の体制を整備するとともに、感染症の発生・まん延防止を図る

ための啓発に努めた。 

 

（１）感染症の予防啓発 

ア 講習会 

社会福祉施設を中心に、介護士等を対象とした講習会に講師として参加し、感染症の予防 

に関する知識の普及啓発に努めた。（開催回数 ４回） 

（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、資料配付・動画配信対応の場合を含む） 

イ 住民啓発 

ダニ媒介感染症（日本紅斑熱等）の予防として、出雲市の無線放送、広報誌への掲載によ

る注意喚起を行った。 

ウ 感染症発生動向調査 

指定届出医療機関からの定点報告（週報・月報）及び医師からの発生届（全数報告）によ

り発生動向調査を実施するとともに、平成２６年より導入された「感染症デイリーサーベイ

ランスシステム（まめネット)」並びに「学校等欠席者・感染症情報システム」により感染症

流行状況を把握し、同システムのお知らせ欄にコメントを掲載して注意喚起を行った。（コメ

ント掲載 ２回） 

（２）感染症発生時の対応 

ア 学校等欠席者・感染症情報システムのアラートメール等を受け、必要に応じて感染症集団

発生施設への疫学調査及び感染拡大防止の衛生指導を実施した。 

イ 感染症発生時に、疫学調査及びまん延防止の指導を実施した。 

【新型コロナウイルス感染症の発生時における対応】 

   ・患者発生数 47,575 件（自己検査による登録者除く） 

・クラスター発生件数 217 件 

   ・施設調査件数 1,886 件 

   ・DMAT 訪問件数 57 件 

   ・感染管理支援チーム訪問件数 18 件 

   ・相談対応 コールセンター：19,698 件、受診相談センター（出雲保健所）：6,067 件 

ウ 「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」における全数把握疾患の疑

い例に対して、疫学調査や行政検査を実施した。（小児の原因不明の急性肝炎２件、レプトス

ピラ症疑い１件） 
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（３）海外からの感染症侵入への準備 

ア 蚊媒介感染症対策 

黄熱の予防接種実施医療機関について、渡航者からの問い合わせに対応できるよう情報収

集に努めた。 

イ 新型インフルエンザ対策 

出雲圏域の発生期における帰国者・接触者外来を、島根県立中央病院、出雲市立総合医療

センター、出雲徳洲会病院の３病院とし、体制を整備している。 

ウ 鳥インフルエンザ対策 

所内マニュアルを改訂し、疫学調査等の対応時の確認や備品等の整備を行った。 

 

（４）感染症発生 

〇出雲保健所管内の全数把握感染症発生状況（結核を除く） 

 

類

型 

疾病名 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 Ｒ4 年度 

患
者 

無症状

病原体

保有者 

患
者 

無症状病原

体保有者 
患
者 

無症状

病原体

保有者 

患
者 

無症状病

原体保有

者 

患
者 

無症状病原

体保有者 

指

定 

新型コロ

ナウイル

ス感染症 

  1  38 16 2,032 199 47,575 

※ 日次報告

（届出対象+届

出対象外）より 

※ 自己検査登

録者は除く 

三

類 

細菌性赤

痢 

1          

腸管出血性

大腸菌感染

症 

7 6 1  3 3   10 6 

四

類 

 

 

 

 

A 型肝炎           

E 型肝炎     1      

つつが虫

病 

1          

デング熱           

日本紅斑

熱 

5  5  12  16  17  
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四

類 

重症熱性

血小板減

少症候群 

  3    3  2  

日本脳炎           

レジオネ

ラ症 

2  2  5  1  2  

レプトス

ピラ症 

          

五

類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメーバ

赤痢 

1  2  1      

ウイルス

性肝炎

（E 型・A

型除く） 

      2    

カルバペ

ネム耐性

腸内細菌

科細菌感

染症 

20  18  18  19  21  

侵襲性肺

炎球菌感

染症 

12  10  2  6  3  

水痘（入

院例） 

  1  1      

ｸﾛｲﾂﾌｪｽ

ﾄ・ﾔｺﾌﾞ病 

        1  

劇症型溶

血性レン

サ球菌感

染症 

4  1  1  1    

後天性免

疫不全症

候群 

1    1  2 1  2 
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五

類 

 

梅毒 3  2  3  5 1 5 4 

破傷風 1  1  3    1  

風しん   4        

麻しん   2        

急性脳炎 1  2        

播種性ク

リプトコ

ッカス症 

1          

侵襲性イ

ンフルエ

ンザ菌感

染症 

1  2  1      

先天性風

しん症候

群 

          

百日咳 34  7        

 

（５）予防接種対策 

ア 県民からの予防接種に関する問い合わせ等に対し、情報提供を行なった。 

イ 医療機関からの予防接種に関する問い合わせに対し、情報提供を行なった。 

ウ 「出雲市予防接種健康被害調査委員会」により、新たに予防接種健康被害を受けた者の認

定に係る審議が行われた。 

６ 水道・水質の衛生管理 

（１） 水道施設の立入検査 

新型コロナウイルス感染症の影響により、立入監視は実施しなかった。 

○管内水道施設 (R5.3.31 現在) ※うち１か所は国の所管 

 

（２） 飲料水の危機管理水質異常による断水等はなかった。 

施設数 立入数 

出 雲市 
上水道 ２ 

※ 
０ 
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衛生指導課 令和４年度事業実績 出雲保健所 

大雨及び土砂崩れによる断水が一部発生した。災害発生時に、被害状況等について迅速な

報告等ができるよう、関係機関との連絡体制を整備し確認を行った。 
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動物管理課　令和４年度事業実績　出雲保健所

動 物 愛 護 等 対 策 動 物 管 理 対 策

狂 犬 病 予 防 対 策 狂 犬 病 予 防 対 策 推 進

動物管理課業務

動 物 愛 護 思 想 普 及 啓 発 事 業
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動物管理課 

 

１ 動物保護管理対策 

（１）動物取扱施設への立入監視 

   管内の動物取扱施設へ立入監視を実施し、改正動物愛護法における令和３年６月施

行の事項（取り扱う動物の管理の方法等の基準）やマイクロチップ装着、登録の義務

化などについて重点的に指導助言を行った。 

   

○第一種動物取扱業（施設を持たない事業者あり） 

 販売 保管 訓練 展示 貸出し 合計 

登録件数 ２５ ３４ １ ４ １ ６５ 

監視件数 ２５ ３０ １ ３ １ ６０ 

   指導件数：２０件 

○第二種動物取扱業 

 譲渡し 保管 訓練 展示 貸出し 合計 

届出件数 １ １ ０ ７ ０ ９ 

監視件数 １ １ ０ ７ ０ ９ 

     指導件数：３件 

 

（２）特定動物の適正飼養対策 

   特定動物飼養・保管施設へ立入し、適正に管理されていることを確認した。 

 

○特定動物飼養・保管施設 

    許可件数：１件（ワニガメ１匹） 

    監視件数：１件 

 

（３）動物管理対策 

  ア 動物の収容・措置 

   平成３０年度以降、当所では犬猫の殺処分ゼロを継続している。これは、引取りを

求める飼い主への説諭を徹底したことや、離乳前子猫等の一般譲渡不適動物のボラ

ンティア登録団体への譲渡によるものであり、今後も継続を目指す。 

また、動物愛護棟事業に基づき県内他保健所からの譲渡動物を受け入れ、譲受希

望者への譲渡を行った。 

 

○収容・措置状況（前年度から又は次年度への継続飼育あり） 

 

 

 

収容数 措置数 

１項 

引取 

３項 

引取 

捕獲 負傷 

 

他所 

受入 

合計 返還 

 

譲渡 

 

収容中 

死亡 

殺処分 

 

合計 

犬 ０ ３２ ４ ０ ３ ３９ ３１ ５ ０ ０ ３６ 

猫 ４ ０ － １０ ６ ２０ ０ ９ １０ ０ １９ 

合計 ４ ３２ ４ １０ ９ ５９ ３１ １４ １０ ０ ５５ 
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○飼い主からの引取り相談状況 

 

 

 

 

 

 

 イ 動物管理センター等の管理 

 民間委託している動物の輸送、処分及び閉庁日における動物舎の清掃に対し

て、業務が適正に行われるよう監視指導を行った。 

 また、経年劣化した消耗品の交換を実施した。 

 

２ 動物愛護思想の普及（動物愛護棟業務） 

（１）動物愛護啓発事業の実施 

   動物の適正飼養や狂犬病予防の正しい知識を広く啓発することを目的として、動物

愛護週間に合わせ９月１５日から２２日に市内大型ショッピングセンターにおいて

「動物愛護啓発展」を開催し、約１３０人が来場した。 

   管内小学生等を対象とした動物愛護教室については、感染症の状況を見ながら、1 校

で開催した。 

獣医学科大学生のインターンシップについても、規模を縮小しつつ、施設案内や業

務説明を行った。 

 

（２）保健所収容動物の適正譲渡の推進 

   引取動物及び保護期間満了後の保護収容動物のうち、譲渡可能な動物についてはホ

ームページでの写真公開や新聞広告への掲載、飼育希望者の事前登録、ボランティア

登録団体との協動等により、積極的に譲渡を行い、収容動物の生存の機会を増やすよ

うに努めた。 

 譲渡対象動物は、ワクチン接種、検便、駆虫薬投与、血液検査（犬フィラリア症、

猫エイズ、猫白血病）等を実施し、動物愛護棟ボランティアの協力を得て人への馴致

を図った。収容後３０日を超える犬については、登録及び狂犬病予防注射を実施した。 

 また、譲受希望者を対象とした譲渡前適正講習会は、９回開催し１４組が受講した。 

 

○譲渡状況（頭数） 

 一般譲渡数 団体譲渡数 合計 

犬 ５ ０ ５ 

猫 ９ ０ ９ 

合 計 １４ ０ １４ 

 

（３）家庭飼育動物の譲渡情報提供サービス 

   一般住民からの犬猫の譲渡希望が２件、譲受希望が１６件あり、条件が合う希望者

へは電話仲介をしたが、譲渡の成立にはつながらなかった。 

 

（４）所有者不明子猫の引取り実態調査 

 野良猫の引き取りは行わないため、今年度、所有者不明子猫の引取り申請はなかっ

 

 

飼い主からの引取り相談 

説諭件数 引取り件数 

犬 １４ ０ 

猫 ４ ２ 

合計 １８ ２ 
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た。多頭飼育の飼い主や無責任な餌やり等が判明した重点対策地域については継続調

査を行った。 

 

（５）地域猫活動事業の推進 

飼い主のいない猫が増えた地域において環境侵害の軽減を図るため、県では平成 24

年度から地域猫活動事業をスタートさせた。令和４年度は、新規に申請する地域はな

く、継続中の１３地域における TNR 対象猫の不妊去勢手術の実施及び事業終了後 

 

  ○地域猫活動事業実績（術前死亡等の理由により、頭数は一致しない） 

 捕獲頭数 手術頭数 返還頭数 

令和４年度 ３１ ３１ ３１ 

平成２４年度からの累計 ５８３ ５６０ ５７５ 

 

（６）犬及び猫の苦情に対する迅速な対応 

放れた犬の苦情に対し迅速に対応し、危害の発生防止に努めた。また、飼い犬の放

し飼いや猫の無責任な餌やり等の苦情に対し、犬及び猫の正しい飼養管理について指

導・啓発を行った。 

 

○犬に関する苦情件数 

野犬 放飼 鳴声 臭気 迷犬 失踪 その他 合計 

３ ４ １２ ４ ２６ ３８ １１ ９８ 

○猫に関する苦情件数 

糞尿 鳴声 家屋侵入 餌やり 迷猫 失踪 その他 合計 

２２ １ ２６ １１ １２ ５９ ３８ １６９ 

 

３ 狂犬病予防対策 

（１）飼い犬の登録と狂犬病予防注射の推進 

 市が実施する飼い犬の登録と狂犬病予防注射が円滑に進むよう、市等関係機関と連

携し、イベント等において啓発を行った。 

また、犬の返還、譲渡、苦情対応時等に飼い主へ指導啓発を実施した。返還時に登

録注射未実施であった場合は指導票を交付し、報告がない場合は訪問調査し指導を行

った。 

 

○出雲市の犬登録状況 

登録頭数（期末現在） 狂犬病予防注射頭数 接種率 

８５０６ ６０７６ ７１．４ 

 

（２）所有者明示の普及・推進 

    当所に収容した犬や猫がすみやかに飼い主の元へ帰れるよう、所有者明示（鑑札、

注射済票、迷子札、マイクロチップ等の装着）について、返還及び譲渡時に指導啓発

を行った。 

令和３年度狂犬病予防注射済票装着促進事業については、感染症拡大防止のため昨

年度に続き中止となった。 
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環境保全課業務

大気環境の保全対策 大気環境の常時監視

固定発生源対策

アスベスト対策

オゾン層保護対策

航空機騒音に係る環境基準監視

水環境の保全対策 水質環境基準の監視

工場・事業場排水の監視

湖沼等水質保全対策

温泉（泉源）の保護と適正利用

土壌環境の保全対策 土壌汚染防止対策

環境保全意識の普及・啓発 普及啓発事業への参加

廃棄物の減量化・有効利用対策 しまエコショップ登録事業

しまねグリーン製品認定事業者への立入

廃棄物の適正処理対策 一般廃棄物処理施設の監視指導

産業廃棄物処理施設の監視指導

廃棄物の不法投棄対策

産業廃棄物の排出事業者・処理業者の監

視指導

ＰＣＢ廃棄物の適正処理指導

使用済自動車の処理に関する監視指導

ダイオキシン類対策 基準適用施設等の監視

浄化槽の適正維持管理対策 浄化槽管理者等の指導

浄化槽適正管理の啓発

環境保全課 令和４年度事業実績 出雲保健所
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環境保全課

１ 大気環境の保全対策

（１）大気環境の常時監視

平成１０年に設置した「出雲保健所測定局」で、窒素酸化物・浮遊粒子状物質・光化学オキシダント等

の常時監視を行った。また、平成２５年度から新たに微小粒子状物質（ ）の監視を行っている。PM2.5

令和３年度においては、環境基準が設定されている項目（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、光化学オキシ

ダント）のうち、光化学オキシダントは環境基準非達成であったが、他の項目は環境基準を達成していた

（令和４年度測定分はとりまとめ中 。）

（２）固定発生源対策

大気汚染防止法に基づき、施設の適正管理について指導を行った。

◇ばい煙発生施設届出状況 ２７０施設

ボイラー 溶解炉 焼成炉 乾燥炉 廃棄物焼却炉 機関 その他ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ

１４７ ３０ ７ １６ ２ ４２ １３ １３

◇水銀排出施設届出状況 ２施設

（３）アスベスト対策

大気汚染防止法に基づく特定粉じん排出等作業実施届出のあった３作業場について立入検査を行い、ア

スベストの飛散防止について監視指導を行った。

（４）オゾン層保護対策

第一種フロン類充填回収業者２３業者について、フロン排出抑制法に基づく登録事務（更新６件、廃止

１件）とフロン類の適正処理の監視指導を行った。

（５）航空機騒音に係る環境基準監視

、 （ 、 ） 。出雲空港周辺２か所(定点 補点)で年４回 １週間 ２４時間連続測定 航空機騒音の測定を実施した

令和３年度は、いずれも環境基準を達成していた（令和４年度測定分はとりまとめ中 。）

２ 水環境の保全対策

（１）水質環境基準の監視

神戸川２地点、神西湖２地点、おわし海水浴場１地点で環境基準の達成状況を調査した。令和３年度

は、神戸川及びおわし海水浴場水域では環境基準を達成していたが、神西湖は環境基準非達成であった。

（令和４年度調査分はとりまとめ中）

地下水については朝山町において環境基準の監視調査を行い、全項目で環境基準を満たしていた。

３水浴場（おわし浜、稲佐の浜、キララビーチ）で遊泳適否調査を行い、３か所いずれも遊泳適であっ

た。

環境保全課 令和４年度事業実績 出雲保健所
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（２）工場・事業場排水の監視

水質汚濁防止法に基づき、特定事業場４事業場について立入検査を実施し、排水基準の遵守と施設の

適正管理について指導した。

◇特定施設届出状況 ６１０事業場

うち水質基準規制対象事業場 ８５事業場

（３）ゴルフ場農薬等流出モニタリング調査

令和４年度において、ゴルフ場で使用される農薬等が農薬指導指針値を超える恐れがあるとして調査

を行った事案はなかった。

（４）湖沼等水質保全対策

水質汚濁防止連絡協議会（斐伊川水系、島根県）においては、水質汚濁事故対策の協議・情報交換を

行ったり、水質汚濁現場において水質調査や対応に関する助言等を行った。

また、神西湖に流入する４河川の水質実態把握調査（６回／年）を行った。いずれの項目も例年と概

ね同程度であった。

温泉（泉源）の保護と適正利用（５）

各温泉源について、助言・指導を行った。

◇温泉利用許可申請 １件

３ 土壌環境の保全対策

土壌汚染対策法第４条に基づく土地形質変更に関する届出事務のほか 土壌汚染に関する情報提供 規、 （

制区域の有無、 を行った。水質汚濁防止法に係る有害物質使用特定施設の設置の有無）

◇土壌汚染対策法第４条に基づく届出件数 ４１件

環境保全意識の普及・啓発４

県民向け３Ｒ普及啓発事業として、管内のイベントに出展される島根県ブースでの活動に参加し、３

Ｒについての普及啓発を行う予定だったが、新型コロナウィルスの影響により参加を見送った。

５ 廃棄物の減量化・有効利用対策

建設リサイクル法、家電リサイクル法、食品リサイクル法等の各種リサイクル法の啓発指導

を行った。

（１ 「しまエコショップ」登録制度）

「しまねエコショップ」認定制度から制度変更された「しまエコショップ」登録制度につい

ては、これまでの「ごみ減量・再生利用」だけでなく、省エネ・省資源及び環境配慮方経営な

ど、環境にやさしい取組に対して幅広く登録する制度となっている （環境政策課直営事業）。

（２ 「しまねグリーン製品」認定制度）

環境政策課が認定する当該制度について、認定要綱が改訂され、保健所は環境政策課の指定する事業
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者に対し、立入検査を行うこととされた（年に０～２件程度 。）

令和４年度は、立入検査の実施は無かった。

６ 廃棄物の適正処理対策

一般廃棄物処理施設の監視指導（１）

、 。廃棄物処理法に基づき 一般廃棄物処理施設１施設の立入検査等を実施し た適正な維持管理を指導し

◇一般廃棄物処理施設等設置状況 ２４施設（うち 民間 ２施設、特例届 ５施設）

最終処分場 焼却施設 破砕施設 し尿処理施設 その他の施設

１ １１ ３ ４５

（２）産業廃棄物処理施設の指導監視

適正な維持管理を指導し廃棄物処理法に基づき、産業廃棄物処理施設２０施設の立入検査等を実施し

た。

◇産業廃棄物処理施設設置状況

中間処理施設 廃油油水分離施設(１)、 廃プラ破砕施設(４)、 廃プラ焼却施設(１)

（４１施設） 木くず破砕施設(１１)、 がれき類破砕施設(２３)、汚泥乾燥施設(１)

最終処分場 安定型(２)、 管理型(２)

（４施設）

（３）廃棄物の不法投棄対策

不法投棄防止重点監視地域に指定した「市道朝山９１号線 の地域住民（２名）に不法投棄監視モニ」

、 、ターを委嘱し モニターによる重点監視地域の定期パトロール等を実施した、 。また 当該地域において

監視モニター及び関係機関（出雲市、しまね産業資源循環協会出雲支部、出雲警察署、出雲保健所）に

より合同パトロール（２回 ・不法投棄物の撤去を行った。）

◇啓発用看板および監視カメラの設置状況（令和４年度末時点）

啓発用看板 １５枚、 監視カメラ １１台

（４）産業廃棄物の排出事業者・処理業者等の監視指導

廃棄物処理法に基づき、産業廃棄物排出事業者 業者に立入検査等を実施した。１０

積替え保管の許可を有する産業廃棄物収集運搬業者 業者及び処分業者 業者に対し立入検査等を実９ ５

施し、産業廃棄物の適正処理について指導した。

◇産業廃棄物処理業者数

収集運搬業 中間処理業 最終処分業

業者数 ３１ ２２５２

（５） 廃棄物の適正処理指導PCB
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廃棄物保管事業者に対し、保管状況届出時に適正な保管・処理を指導した。PCB

また、高濃度 廃棄物の継続保管者について、令和４年度に臨時的に処理できることになり、全事PCB

業者処理を終えることができた。

◇ 保管状況届出の届出数（廃棄処分届出含む）PCB

５２事業場（内、廃棄処分届提出事業場数 ２１）

（６）使用済自動車の処理に関する監視指導

使用済自動車の引取業およびフロン回収業の登録事務、並びに、解体業および破砕業の許可事務を行

自動車の適正処理に関する指導を行った。った。併せて、使用済み

◇自動車リサイクル法関係業者数（令和４年度末）

引取業登録業 ９１ フロン回収業 ７ 解体業 ３ 破砕業 １

７ ダイオキシン類対策

ダイオキシン類対策特別措置法に基づき、特定施設に係る監視指導を行った。

◇特定施設届出状況 ６施設（廃棄物焼却炉 ６施設）

８ 浄化槽の適正維持管理対策

浄化槽新規設置者を対象とした講習会（ 一社）島根県浄化槽協会 （公社）島根県浄化槽普及例年、 （ 、

管理センタ－共催）へ講師として参加し、浄化槽の適正管理について講義を行っているが、新型コロナウ

ィルスの影響により講習会の開催が見送られた。

法定検査で適正と判定されなかった浄化槽の管理者に対しては、文書指導等実施し、適正管理について

指導を行った。

浄化槽設置基数（令和５年３月１０日現在）◇

１６，７６６基（うち、令和４年度の新規設置届出数 ３０９基）

◇１０人槽以下みなし浄化槽の浄化槽法第１１条検査の受検率（令和３年度実勢）

（ 公社）島根県浄化槽普及管理センターより）７０．７％（出雲管内）（

９ 公害苦情等の対応

苦情等の内容は次のとおり

大気関係 ２件、水質汚濁 ３件、悪臭関係 ２件

騒音振動関係 ３件、廃棄物 ２件、浄化槽 １件、その他 ０件

（１件の苦情で複数種の苦情があったものについてはそれぞれ計上）合計 １３件
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